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中
国
の
官
莫
登
用
の
選
挙
制
度
は
、
そ
の
起
源
は
『
周
礼
』
の
地
蒔
司
徒
篇
や
『
礼
記
』
の
王
制
篇
に
あ
る
が
、
漢
で
は
こ
れ
は
霊
鑑
当
選
の

名
称
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が
三
国
魏
に
至
っ
て
九
品
中
正
法
に
変
わ
り
、
こ
の
九
品
中
正
法
は
晋
・
南
北
朝
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
が
、
西
魏
の
権
臣
で
あ

っ
て
全
周
の
始
祖
と
な
っ
た
原
文
泰
が
、
耳
介
学
者
の
蘇
纏
や
朔
風
を
重
用
し
て
『
周
礼
』
を
直
訳
し
た
よ
う
な
制
度
を
造
ら
し
め
て
実
施
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
九
品
中
正
法
は
廃
止
と
な
り
、
新
ら
た
な
『
周
礼
』
に
よ
ろ
官
吏
登
用
制
度
が
生
ま
れ
、
そ
の
制
度
は
西
魏
・
北
野
か
ら
階
に
及
び
、
更
ら
に

は
唐
・
五
代
・
宋
に
継
承
さ
れ
て
、
そ
の
間
に
『
礼
記
』
の
制
度
も
加
味
さ
れ
、
名
称
も
初
め
は
貢
挙
と
言
わ
れ
た
も
の
が
、
段
々
と
科
挙
と
称
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
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中
国
古
代
の
官
吏
登
用
制
度

　
中
国
の
網
度
の
根
源
を
な
す
『
周
礼
』
の
地
官
司
徒
篇
の
大
司
徒

の
職
掌
に
、

　
　
以
昌
郷
三
物
一
碧
晶
万
民
一
而
賓
訓
興
之
嚇
　
一
日
六
徳
、
知
仁
聖
義
忠
和
、

　
　
二
日
六
行
、
孝
友
陸
醐
任
憧
、
三
日
六
芸
、
礼
楽
射
御
書
数
、

と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
は
国
都
を
中
心
と
し
て
四
方
百
里
内
の

郊
と
言
わ
れ
、
国
中
と
言
わ
れ
、
六
郷
の
地
と
言
わ
れ
る
所
の
住
民

に
対
し
て
、
大
司
徒
が
六
郷
の
三
物
、
即
ち
六
徳
・
六
行
・
六
芸
を

教
え
て
、
よ
く
そ
れ
を
修
得
し
た
も
の
老
は
、
こ
れ
を
尊
ん
で
賓
客

と
し
て
国
王
に
推
挙
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
所
に
あ
る
後

漢
の
退
潮
の
註
に
も
、

　
　
物
、
猶
レ
事
也
、
興
、
猶
レ
挙
也
、
民
三
事
教
成
、
郷
大
夫
挙
二
塁
賢
者
・

　
　
能
者
的
以
轟
飲
酒
之
礼
一
賓
コ
客
之
叫
既
則
献
呂
調
書
信
王
㎜
突
、

と
言
い
、
ま
た
唐
の
費
公
彦
の
疏
に
も
、

　
　
物
、
事
也
、
司
徒
主
昌
六
郷
↓
一
政
以
昌
郷
中
三
一
碗
三
二
三
内
之
｝
力
民
一
也
、

　
　
興
、
挙
也
、
三
物
教
成
、
行
扁
郷
飲
酒
之
礼
嚇
尊
レ
之
以
為
二
賓
客
一
而
挙
レ

　
　
之
、
三
物
者
、
言
下
一
臼
、
二
闘
、
三
臼
、
是
也
、
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と
説
明
し
て
い
る
。
地
官
司
徒
篇
に
は
、
六
郷
の
各
一
編
一
万
二
千

五
百
家
を
支
配
す
る
郷
大
夫
の
職
掌
に
も
、

　
　
郷
大
夫
三
三
、
各
回
昌
其
郷
之
政
教
禁
令
↓
正
月
之
吉
、
受
昌
教
法
予
司

　
　
徒
嚇
退
而
頒
晶
之
子
其
郷
吏
輔
使
下
各
以
教
昌
其
所
7
治
、
以
孜
晶
其
徳
行
↓

　
　
察
単
其
道
芸
b
（
中
略
）
三
年
則
大
気
、
放
呂
仁
徳
行
道
芸
↓
而
興
晶
賢
者
・

　
　
能
者
↓
野
老
及
郷
大
夫
、
帥
畠
其
吏
（
与
昌
其
衆
寡
｛
以
レ
礼
礼
コ
賓
之
（

　
　
三
明
、
郷
老
及
郷
大
失
・
群
吏
、
献
当
賢
能
回
書
干
王
↓
王
再
拝
受
レ
之
、

　
　
登
昌
干
天
府
↓
内
史
武
レ
之
、

と
あ
っ
て
、
一
三
の
長
で
あ
る
郷
大
夫
は
、
大
司
徒
か
ら
教
法
を
受

け
て
、
そ
れ
を
管
轄
下
の
州
長
以
下
に
配
布
し
、
以
て
各
管
内
の
民

衆
に
教
え
て
彼
等
民
衆
の
徳
行
や
道
芸
を
攻
察
せ
し
め
、
三
年
目
ご

と
に
行
わ
れ
る
大
愚
即
ち
大
規
模
な
戸
口
調
査
に
際
し
て
は
、
徳
行

に
秀
で
た
賢
者
と
道
芸
に
秀
で
た
能
者
と
を
選
び
挙
げ
て
、
二
郷
つ

つ
の
教
化
を
掌
っ
て
い
る
郷
老
と
、
各
郷
の
支
配
者
で
あ
る
郷
大
夫

と
は
、
部
下
の
官
人
等
と
共
に
、
郷
飲
酒
の
礼
を
以
て
賢
者
・
能
者

を
賓
遇
し
、
．
そ
の
翌
日
に
賢
者
・
能
者
の
名
簿
を
国
王
に
進
上
す
る

の
で
あ
っ
て
、
国
王
は
こ
れ
を
受
け
て
そ
れ
を
祖
廟
の
宝
蔵
を
掌
る

官
に
送
っ
て
保
管
せ
し
め
、
他
日
官
吏
採
用
の
資
料
と
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
所
に
あ
る
郵
玄
及
び
鄭
衆
（
鄭
司
農
）
の
註
に
は
、

　
　
鄭
玄
云
、
賢
者
、
有
昌
徳
行
｝
者
、
能
者
、
有
晶
道
芸
一
者
、
衆
寡
、
謂
昌

郷
人
之
善
者
嚇
無
＝
多
少
一
也
、
笛
音
農
云
、
興
晶
賢
者
叫
謂
レ
若
三
二
挙
晶

孝
廉
↓
興
扁
能
者
嚇
謂
レ
若
三
今
挙
昌
茂
才
心
肝
、
敬
也
、
敬
昌
所
レ
挙
賢
者
・

能
者
嶋
鄭
玄
謂
、
変
レ
挙
言
レ
三
者
、
謂
諏
ロ
レ
衆
而
尊
コ
寵
之
嚇
以
ユ
郷
飲

酒
之
礼
↓
礼
円
田
レ
之
、

と
述
べ
て
あ
り
、
こ
の
中
で
後
漢
の
鄭
衆
は
、
　
「
賢
者
を
興
す
と
は
、

今
即
ち
後
漢
の
孝
廉
に
挙
げ
ら
れ
る
が
ご
と
き
を
謂
う
の
で
あ
り
、

能
老
を
興
す
と
は
、
今
即
ち
後
漢
の
茂
才
に
挙
げ
ら
れ
る
が
ご
と
き

を
謂
う
の
で
あ
る
」
と
言
っ
て
、
後
漢
の
制
度
と
比
較
し
て
説
明
し

て
い
る
が
、
こ
の
所
の
質
公
彦
の
疏
も
、
こ
の
こ
と
を
弓
術
説
明
し

て
、

　
　
云
下
賢
者
有
晶
徳
行
一
老
三
二
レ
見
下
賢
与
昌
徳
行
一
為
t
、
在
レ
身
為
レ
徳
、

　
　
施
レ
三
三
レ
行
、
内
外
兼
備
、
即
為
晶
賢
老
一
也
、
云
下
能
三
三
昌
道
芸
一
者
齢

　
　
鄭
玄
三
見
一
一
道
云
云
レ
能
為
ツ
一
、
（
中
略
）
鄭
司
農
云
、
田
下
今
挙
昌
孝
廉

　
　
及
茂
才
一
者
炉
孝
悌
廉
潔
、
人
之
徳
行
、
故
以
昌
孝
廉
｝
況
昌
賢
者
↓
茂
才

　
　
則
秀
才
也
、
才
人
之
技
芸
、
故
以
況
昌
能
者
｝
也
、
鄭
斬
罪
、
変
レ
三
唱
レ

　
　
二
者
、
案
　
礼
記
文
王
世
子
一
旦
、
或
以
レ
事
挙
、
或
以
レ
言
揚
、
故
今
貢

　
　
人
、
皆
称
レ
挙
、
云
云
、

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
民
衆
の
中
か
ら
官
吏
の
候
補
者

と
し
て
の
賢
者
と
能
者
と
を
選
挙
す
る
が
、
郷
大
夫
の
職
掌
に
は
、

そ
の
次
に
、
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退
而
以
昌
高
射
之
礼
五
物
一
訥
晶
衆
庶
輔
一
日
和
、
二
二
容
、
三
日
主
皮
、

　
　
四
日
和
容
、
五
日
興
舞
、

と
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
鄭
玄
及
び
郵
衆
（
郵
司
農
）
の
註
は
、

　
　
鄭
細
筆
、
以
、
用
也
、
行
昌
郷
射
之
礼
↓
而
以
昌
長
物
一
三
一
【
於
衆
民
↓
螂

　
　
司
農
云
、
詞
、
謀
也
、
問
晶
於
衆
庶
↓
寧
復
有
昌
賢
能
者
嚇
和
、
謂
昌
閨

　
　
門
之
内
書
一
也
、
容
、
薬
舗
容
貌
一
也
、
云
云
、

と
述
べ
て
い
る
が
、
誰
れ
に
郷
射
を
さ
せ
て
、
そ
の
和
以
下
の
五
物

の
結
果
に
つ
い
て
、
民
衆
に
諮
る
の
で
あ
る
の
か
は
説
明
し
て
お
ら

な
い
。
鄭
司
農
即
ち
鄭
衆
は
「
寧
通
有
昌
賢
能
者
齢
」
と
言
い
、
ま
た

別
に
郷
射
で
賢
者
・
能
者
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
兇
て
い
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
あ
る
。
私
は
思
う
に
、
こ
の
郷
射
に
よ
る
試
験
は
、
嚢
に
賢
老
・

能
老
と
し
て
挙
げ
た
者
を
、
愈
々
官
吏
に
任
命
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

官
吏
と
し
て
果
し
て
適
任
で
あ
る
か
、
或
は
何
の
職
が
適
当
で
あ
る

か
を
、
民
衆
に
諮
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
郷
大
夫
の
職
掌
に
は
、
そ

の
次
に
、

　
　
此
謂
下
臥
＝
民
主
フ
賢
、
出
使
レ
長
レ
之
、
使
昌
民
興
τ
能
、
入
使
ウ
治
レ
之
、

と
あ
り
、
民
衆
に
も
、
彼
等
を
将
来
支
配
す
る
嘗
吏
の
候
補
者
の
賢

者
・
能
者
を
選
挙
す
る
こ
と
に
預
ら
し
め
る
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。

　
『
周
礼
』
に
は
、
こ
の
よ
う
に
民
衆
の
中
か
ら
官
吏
の
候
補
者
を

選
ぶ
制
度
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
　
『
礼
記
』
の
王
制
篇
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぐ
ル
ヲ
　
ツ
　
　
　
ニ

　
　
命
レ
素
論
昌
秀
土
↓
升
昌
之
司
徒
一
日
晶
選
士
嚇
司
徒
論
二
選
土
之
信
者
ハ

　
　
而
升
＝
藩
学
一
日
＝
俊
士
↓
升
扁
於
司
徒
一
者
、
不
レ
征
昌
於
影
画
升
昌
於
瀞
丁

　
　
者
、
不
レ
征
二
郎
司
徒
四
日
呂
造
士
↓

と
あ
り
、
こ
れ
は
学
校
で
学
生
に
教
育
を
ほ
ど
こ
す
欄
度
を
述
べ
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
は
造
士
と
い
う
も
の
の
養
成
に
あ
る
。

こ
の
造
士
に
つ
い
て
は
、
郵
玄
は
、

　
　
造
、
成
也
、
能
習
レ
礼
、
則
為
二
成
士
↓

と
註
し
て
い
る
が
、
王
制
篇
に
は
、
そ
の
後
の
所
に
、

　
　
大
楽
正
論
磁
逆
士
之
三
者
↓
鳳
告
　
予
王
↓
裾
升
蝕
繭
司
馬
一
日
昌
進
士
↓

　
　
司
馬
辮
レ
論
窟
レ
材
、
論
昌
進
士
之
賢
者
嚇
以
告
二
於
王
↓
而
定
晶
其
論
嚇
論

　
　
定
、
雪
後
官
レ
之
、
任
レ
官
、
全
課
爵
レ
之
、
位
定
、
然
後
禄
レ
之
、

と
あ
っ
て
、
学
業
を
修
得
し
終
っ
た
学
生
は
、
大
楽
正
即
ち
大
学
の

学
長
は
、
こ
れ
を
国
王
に
報
告
し
、
司
馬
の
官
に
進
士
と
し
て
推
薦

す
る
の
で
あ
る
が
、
進
士
は
そ
こ
で
錠
衡
さ
れ
て
官
吏
に
任
命
さ
れ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
王
制
篇
の
制
度
は
、
学
校
の
卒
業
生
が

官
吏
に
採
用
さ
れ
る
法
度
で
あ
る
。

　
以
上
の
『
警
乗
』
の
定
め
に
よ
る
地
方
官
が
管
内
か
ら
官
吏
の
候

補
老
を
選
び
出
し
て
中
央
に
推
薦
す
る
制
度
と
、
　
『
礼
記
』
王
制
篇

44　（490）



中国の選挙と貢挙と科挙（曾我部）

の
定
め
に
よ
る
大
学
が
そ
の
出
身
学
生
を
推
薦
す
る
制
度
と
は
、
共

に
後
世
の
官
吏
登
用
制
度
即
ち
選
挙
制
度
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し

た
。　

漢
代
に
お
け
る
官
吏
の
登
用
は
、
所
謂
る
郷
挙
里
選
の
制
度
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
上
掲
の
『
周
長
』
の
定
め
に
準
拠
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
選
挙
す
る
人
物
の
基
準
は
、
　
『
漢
書
』
巻

二
恵
帝
本
紀
四
年
春
正
月
の
条
に
、

　
　
挙
晶
民
孝
弟
・
力
田
野
嶋
復
昌
其
身
ハ

と
か
、
同
書
巻
四
文
帝
本
紀
十
五
年
九
月
の
条
に
、

　
　
詔
、
諸
侯
王
・
公
卿
・
郡
守
挙
篇
賢
良
・
能
直
言
・
牝
牛
者
の
上
竪
策
レ

　
　
之
、
傅
納
以
レ
言
、

と
か
、
或
は
同
書
巻
六
野
帝
本
紀
建
元
元
年
冬
十
月
の
条
に
、

　
　
詔
、
丞
網
・
御
史
・
列
侯
・
中
二
千
石
・
二
千
石
・
諸
侯
相
、
挙
昌
賢

　
　
良
・
方
正
・
直
言
・
極
諌
之
士
↓
丞
相
（
衛
）
縮
奏
、
所
レ
挙
賢
良
、

　
　
或
治
回
申
・
商
・
韓
非
・
蘇
秦
・
景
雲
之
言
↓
置
旧
国
政
雨
請
皆
罷
、
奏

　
　
可
、

と
か
、
ま
た
同
書
同
巻
元
光
元
年
冬
十
一
月
の
条
に
、
　
　
　
　
　
　
‘

　
　
初
令
三
郡
国
挙
属
孝
廉
各
～
人
輔

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
選
挙
さ
る
べ
き
人
物
は
、
賢
良
・
直
言
・
極

諌
・
方
正
・
力
田
・
孝
弟
・
孝
廉
・
秀
才
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
目
に

秀
で
た
も
の
が
選
ば
れ
る
の
で
あ
っ
た
が
、
段
々
と
漢
で
こ
の
欄
度

が
整
っ
て
来
て
、
遂
に
『
文
献
通
考
』
巻
二
十
八
選
挙
試
第
一
の
挙

士
の
所
に
、

　
　
按
、
漢
制
郡
国
挙
レ
士
、
回
目
大
概
有
レ
三
、
田
、
賢
良
・
方
正
也
、
孝

　
　
廉
也
、
博
士
弟
子
也
、
然
是
三
者
、
在
昌
後
世
ハ
則
各
自
為
二
科
目
一
其

　
　
軽
骨
郷
挙
主
辞
ハ
又
自
賠
レ
塗
斐
、
（
下
略
）

と
、
　
『
文
献
通
考
』
の
著
者
の
馬
端
番
が
評
し
て
、
人
物
を
採
る
選

択
の
目
は
、
賢
良
・
方
正
と
孝
廉
と
博
士
弟
子
の
三
種
に
量
っ
た
の

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
第
三
番
目
の
博
士
弟
子
と
い
う
も
の
は
、

『
略
記
』
王
制
篇
の
大
学
出
身
者
の
系
統
に
属
す
る
も
の
と
見
散
さ

れ
得
よ
う
。
し
か
も
こ
の
よ
う
な
漢
の
選
挙
制
度
は
、
前
漢
の
武
帝

の
時
に
大
体
整
い
、
そ
の
発
案
者
は
董
一
両
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

『
漢
書
』
巻
五
十
六
董
仲
醤
伝
に
、

　
　
自
晶
群
帝
初
立
↓
能
美
武
安
侯
為
レ
相
、
而
隆
レ
儒
…
爽
、
押
目
仲
欝
対
冊
↓

　
　
推
コ
明
孔
氏
軸
抑
コ
職
百
家
↓
立
昌
学
校
之
宮
↓
州
郡
挙
　
茂
材
孝
廉
輔
皆

　
　
自
晶
仲
鍔
一
発
レ
之
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
漢
代
に
行
わ
れ
た
晶
帯
官
選
の
制
度
は
、
三
国
魏
に
至
っ
て
、
文

帝
の
黄
初
元
年
（
郡
ち
延
康
元
年
．
二
二
〇
）
に
九
品
中
正
法
に
変
っ
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た
こ
と
は
、
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
そ
の
発
案
者
は
陳

群
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
『
三
国
志
』
の
魏
築
港
二
十
二
陳
群
伝
に

見
え
て
い
る
。
し
か
し
郷
挙
里
選
が
完
全
に
や
め
ら
れ
た
の
で
は
な

い
の
で
あ
っ
て
、
九
品
中
正
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、

秀
才
や
孝
廉
な
ど
の
目
に
合
う
人
物
を
地
方
官
が
推
挙
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
宮
崎
市
定
博
士
著
の
『
九

品
官
人
法
の
研
究
』
に
も
、
九
博
愛
正
法
の
中
に
含
ま
れ
て
存
在
し

た
と
し
て
い
る
が
、
後
世
に
な
る
と
、
秀
才
の
目
に
よ
っ
て
挙
げ
ら

れ
る
二
合
が
多
く
、
こ
の
秀
オ
で
の
採
用
は
、
後
に
掲
げ
て
あ
る
唐

の
登
科
記
総
目
に
記
さ
れ
て
あ
る
如
く
、
唐
の
高
宗
永
徽
二
年
に
停

止
に
な
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。
た
だ
九
品
中
正
法
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
は
、
官
吏
の
登
用
は
、
九
品
中
正
法
に
よ
る
の
が
主

と
な
り
、
秀
才
や
孝
廉
の
如
き
雪
男
論
陣
的
な
も
の
は
従
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
九
品
中
正
法
は
、
州
郡
に
中
正
官
を
置
い
て
、
管

轄
下
の
人
物
を
上
上
か
ら
下
下
に
至
る
九
品
に
区
別
し
、
官
吏
の
候

補
者
を
選
び
出
す
方
法
で
あ
る
。
こ
の
九
品
中
正
法
は
、
そ
の
後
、

晋
・
南
北
朝
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
運
営
が
堕
落
腐
敗
し
た

た
め
に
、
階
に
至
っ
て
廃
止
と
な
っ
て
、
新
ら
し
い
官
吏
登
用
制
度

が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
『
通
典
』
巻

十
七
選
挙
第
五
の
雑
論
議
の
中
の
所
に
、
唐
の
粛
宗
・
代
宗
頃
の
人

で
あ
る
劉
秩
の
選
挙
に
つ
い
て
の
論
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
は
、

　
　
階
氏
罷
昌
中
正
嶋
挙
選
不
レ
転
回
郷
曲
↓
故
里
閲
無
昌
豪
族
叫
井
邑
無
五
衣

　
　
冠
輔
人
不
眠
土
量
の
葦
コ
処
京
畿
｛

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
十
八
選
挙
第
六
の
雑
議
論
の
下
の
所
に
、
唐

の
代
宗
・
徳
宗
頃
の
人
で
あ
る
沈
既
済
の
選
挙
論
が
載
せ
ら
れ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
も
、

　
　
自
一
階
罷
二
外
膜
↓
招
轟
天
下
請
人
一
糸
ゆ
於
京
師
か
春
還
秋
夏
、
鳥
聚
雲

　
　
合
、
窮
昌
関
中
地
力
之
産
↓
奉
二
四
方
游
食
之
資
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
九
品
中
正
法
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ

て
い
る
が
、
　
『
軒
割
』
巻
＝
一
同
悔
文
帝
本
紀
上
に
は
、

　
　
開
皇
二
年
正
月
甲
戌
、
詔
、
挙
国
賢
良
↓

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
、

　
　
開
皇
七
年
正
月
乙
未
、
制
、
蘇
州
歳
貢
晶
三
人
輔

あ
り
、
更
ら
に
は
同
書
巻
二
高
祖
文
帝
本
紀
下
に
は
、

　
　
開
皇
十
八
年
七
月
景
子
、
詔
「
…
京
官
五
品
已
上
・
総
管
刺
史
↓
以
望
・
「
志
行

　
　
修
整
・
清
平
幹
済
二
科
一
挙
レ
人
、

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
七
十
六
雪
曇
流
伝
に
は
、
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杜
正
玄
、
開
皇
末
、
挙
昌
秀
居
酒
尚
書
試
昌
方
略
↓
正
玄
応
対
如
レ
響
、

　
　
下
レ
筆
成
レ
章
、

と
あ
る
の
や
、
同
所
に
、

　
　
杜
正
蔵
、
字
為
善
、
尤
好
レ
学
善
心
レ
文
、
弱
冠
挙
昌
秀
才
嚇

と
あ
っ
て
、
高
祖
文
帝
は
、
中
正
官
に
よ
ら
な
い
で
、
各
州
に
命
じ

て
人
物
を
貢
挙
せ
し
め
た
り
、
或
は
科
目
に
よ
っ
て
人
物
を
選
挙
せ

し
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
次
の
蝪
帝
も
『
通
典
』
巻
十
四
選
挙
第
二

の
所
に
、

　
　
揚
帝
姶
建
二
進
貢
科
輔

と
あ
っ
て
、
進
士
の
科
目
を
設
け
て
人
物
を
選
挙
す
る
制
度
を
始
め

た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
以
上
の
文
帝
・
場
帝
の
治
世
の
時
の
諸
例

で
判
る
如
く
、
晴
で
は
最
早
や
九
品
中
正
法
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
故
に
明
人
・
王
析
の
『
続
文
献
通
考
』
巻
四
十
八
の

選
挙
考
薦
挙
の
元
時
代
の
所
で
、

　
　
許
約
日
、
科
挙
之
法
、
実
始
扁
干
晴
・
唐
嶋
後
世
因
レ
之
、
而
科
挙
益
盛
、

　
　
然
科
挙
与
一
一
辟
挙
之
法
↓
並
行
、
故
唐
之
人
才
為
レ
盛
、

と
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
科
挙
が
始
ま
る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
晴
で

行
わ
れ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
晴
に
な
っ
て
初
め
て
起
っ
た
の
で
は
な

く
、
九
品
中
正
法
廃
止
の
源
は
、
西
魏
に
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
西
端
の
権
臣
で
あ
り
北
周
の
始
祖
で
あ
る
達
文
泰
は
、
周
礼
学
者

の
蘇
紳
と
盧
辮
を
寵
用
し
て
、
　
『
周
礼
』
を
直
訳
し
た
よ
う
な
制
度

を
造
っ
て
西
魏
で
実
施
し
、
以
て
北
周
に
及
ぼ
し
た
。
そ
の
蘇
緯
が

六
条
の
詔
書
な
る
も
の
を
造
っ
て
、
魚
文
泰
に
実
行
す
る
こ
と
を
求

め
た
こ
と
が
、
　
『
周
書
』
巻
二
十
三
蘇
皆
伝
に
見
え
、
更
ら
に
は

　
③『

資
治
通
鑑
』
巻
百
五
十
八
梁
紀
高
祖
武
皇
帝
大
同
七
年
（
西
魏
大

統
七
年
・
五
四
一
）
の
所
に
、
「
蘇
無
為
八
六
条
詔
書
ハ
九
月
、
始
奏

行
レ
之
、
云
云
」
と
見
え
て
い
る
。
こ
の
六
条
の
詔
書
と
い
う
の
は
、

其
の
｝
は
先
昌
治
心
（
其
の
二
は
敦
昌
教
化
ハ
其
の
三
は
尽
呂
地
利
ハ

其
の
四
は
擢
昌
賢
良
（
其
の
五
は
郵
昌
獄
訟
ハ
其
の
六
は
均
昌
賦
役
一
で

あ
っ
て
、
六
条
の
各
々
に
つ
い
て
、
蘇
縛
は
詳
し
い
説
明
を
加
え
て

い
る
が
、
こ
の
詔
書
を
受
取
っ
た
宇
文
殿
は
、
こ
の
『
周
書
』
勢
門

伝
や
『
資
治
通
語
』
に
、

　
　
太
祖
（
宇
文
泰
）
甚
重
レ
之
、
常
置
箪
勘
気
右
目
又
令
蕊
百
司
習
訓
講
之
ハ

　
　
其
牧
守
令
長
非
レ
通
二
六
条
及
計
帳
一
者
、
不
レ
得
レ
居
レ
官
、
　
（
『
押
書
』
蘇

　
　
紳
伝
に
よ
る
）

と
あ
る
よ
う
に
、
非
常
に
こ
の
六
条
を
、
今
の
憲
法
の
如
く
重
ん
じ

た
の
で
あ
っ
た
。
重
ん
じ
た
以
上
は
、
こ
れ
が
実
行
に
努
め
た
こ
と

は
論
を
侯
た
な
い
。
こ
の
六
条
の
第
四
は
、
上
掲
の
如
く
、
擢
昌
賢

47　（493）



良
齢
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
説
明
と
し
て
蘇
紳
は
日
う
、

　
　
洋
生
昌
蒸
鍋
↓
不
レ
能
昌
自
治
門
至
悪
立
レ
君
以
治
レ
之
、
人
妻
不
レ
能
二
独

　
　
治
一
故
必
置
レ
臣
以
佐
レ
之
、
上
至
　
帝
王
一
下
及
晶
郡
国
｝
置
レ
臣
、
得
レ
賢

　
　
則
治
、
失
レ
母
鳥
乱
、
此
乃
自
然
之
理
、
百
王
不
レ
能
レ
易
也
、
今
刺
史

　
　
守
旧
、
悉
有
轟
僚
吏
↓
皆
佐
レ
治
之
人
証
、
刺
史
府
官
、
則
命
昌
於
天
朝
↓

　
　
野
州
吏
以
下
、
壷
循
守
自
鐙
、
自
レ
昔
以
来
、
州
一
大
吏
、
但
取
昌
門

　
　
資
一
瓢
、
不
レ
択
＝
賢
良
↓
末
曹
小
吏
、
唯
試
晶
刀
筆
ハ
並
不
レ
問
姦
心
行
↓

　
　
夫
門
資
者
、
乃
先
世
之
爵
禄
、
無
レ
妨
二
子
孫
之
愚
瞥
嚇
刀
筆
者
、
乃
身

　
　
外
之
末
材
、
不
レ
廃
畠
性
行
之
澆
偽
唖
若
門
資
之
中
而
得
二
賢
良
嚇
四
則

　
　
策
　
図
工
鱒
而
取
篇
千
里
一
也
、
若
門
資
之
中
而
得
鵡
愚
瞥
哨
是
鰯
土
牛
木

　
　
馬
、
形
似
特
用
非
、
不
レ
可
二
以
渉
》
道
也
、
若
刀
筆
之
申
而
得
　
志
行
↓

　
　
是
則
金
相
玉
質
、
内
外
倶
美
、
実
為
昌
人
宝
一
也
、
若
刀
簗
之
葦
船
得
昌

　
　
澆
偽
↓
是
踊
飾
」
画
朽
木
↓
悦
レ
目
一
時
、
不
レ
可
罵
以
充
昌
棲
橡
之
用
｝
也
、

　
　
下
之
選
挙
者
、
当
丁
不
レ
限
晶
資
蔭
↓
唯
在
ウ
得
レ
人
、
筍
得
昌
其
人
ハ
自
一
下

　
　
三
二
蛎
養
一
而
為
中
卿
相
齢
伊
歩
・
傅
説
是
也
、
而
況
州
郡
三
三
乎
、
荷

　
　
非
鳳
其
人
嚇
則
丹
朱
・
商
均
、
難
昌
帝
王
之
胤
↓
不
レ
能
レ
守
二
百
里
三
三
↓

　
　
実
況
於
扁
公
卿
之
冑
一
乎
、
由
レ
此
而
言
、
観
レ
人
霜
道
可
レ
見
夷
、
凡
所
レ

　
　
求
材
芸
者
、
為
困
睡
可
昌
以
治
τ
民
、
若
有
晶
材
芸
一
顧
以
昌
正
直
一
為
レ
読
者
、

　
　
生
子
昌
写
字
　
而
為
レ
治
也
、
若
有
昌
材
芸
一
士
以
漏
姦
偽
二
為
レ
智
者
、
将
丁

　
　
由
贔
其
官
｝
而
為
占
乱
也
、
僧
治
之
可
レ
得
乎
、
旧
故
将
レ
四
丁
材
芸
↓
必
先

　
　
択
を
心
行
↓
剛
志
行
善
老
則
挙
レ
之
、
其
憲
行
不
レ
善
則
去
レ
之
、
而
今
回
レ

　
　
人
者
多
謝
、
邦
国
無
レ
賢
、
莫
レ
知
レ
所
レ
挙
、
此
乃
未
＝
之
思
一
也
、
非
昌

　
　
適
理
之
論
↓
所
コ
已
然
一
瓢
、
古
人
有
レ
言
、
明
主
車
興
、
不
レ
降
＝
佐
於

　
　
奨
天
↓
大
人
基
命
、
不
レ
浦
曲
才
於
后
土
↓
常
引
馬
一
世
之
人
↓
治
昌
一
世

　
　
之
駿
馬
故
股
周
不
レ
待
属
外
壁
時
日
（
魏
晋
無
レ
仮
＝
瀟
曹
之
佐
肉
仲
尼
日
、

　
　
十
蜜
之
邑
、
必
有
二
忠
信
如
レ
丘
町
一
軍
、
量
有
二
万
家
島
都
箔
押
》
無
レ
士
、

　
　
但
求
レ
之
不
レ
勤
、
択
レ
之
不
レ
審
、
恥
曝
レ
所
論
レ
縁
日
其
所
↓
任
レ
之
不
レ

　
　
二
二
其
材
旧
故
云
レ
無
耳
、
（
中
略
）
士
必
従
ン
微
而
至
レ
著
、
功
必
積
レ
小

　
　
以
至
レ
大
、
堂
有
昌
未
レ
難
訓
中
身
、
不
レ
用
而
先
達
一
也
、
若
識
　
此
理
り

　
　
則
賢
可
レ
求
、
士
可
レ
択
、
得
レ
賢
而
任
レ
之
、
得
レ
士
而
使
レ
之
、
則
天
下

　
　
之
治
、
何
向
亜
流
レ
可
レ
成
也
、
（
下
略
）

と
。
蘇
紳
は
こ
の
説
明
の
中
で
「
自
レ
昔
以
来
、
州
郡
大
尉
、
但
取
昌

門
資
一
多
、
不
レ
澤
晶
賢
良
一
」
と
あ
る
の
は
、
九
品
中
正
法
の
腐
敗
を

評
し
た
諺
の
「
上
品
無
昌
寒
路
｛
下
品
無
昂
世
族
こ
と
同
じ
こ
と
を

述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
　
こ
の
弊
害
を
改
め
る
方
法
と
し
て
、
彼
は

「
今
之
選
挙
者
、
当
下
愚
レ
限
昌
資
蔭
嚇
唯
在
う
得
レ
人
、
団
団
亀
其
人
哨

自
可
下
記
瀧
断
養
・
而
為
中
卿
相
ハ
伊
≠
・
傅
説
是
也
」
と
い
う
こ
と
を

主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
彼
の
主
張
は
、
門
閥
を
中
心
と
す
る
九

品
中
正
法
を
や
め
て
、
人
物
本
位
で
官
吏
を
採
用
す
る
よ
う
に
せ
よ

と
言
う
に
あ
る
。
こ
れ
は
九
品
中
正
法
に
代
っ
た
と
こ
ろ
の
所
謂
る

科
挙
の
本
旨
と
岡
じ
こ
と
で
あ
り
、
周
礼
や
漢
の
郷
新
里
選
の
原
則

に
も
合
っ
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
ま
た
西
魏
か
ら
北
周
を

通
じ
て
実
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
即
ち
『
調
書
』
巻
四
十
五
楽
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遜
伝
に
は
、

　
　
（
西
魏
大
統
）
九
年
、
太
尉
李
弼
請
嫡
室
遜
一
書
コ
授
諸
子
嚇
既
而
太
祖
（
宇
文

　
　
泰
）
盛
暑
一
一
賢
良
↓
雪
占
一
一
守
令
↓
相
府
戸
豊
野
敏
・
行
台
郎
中
盧
光
・

　
　
河
東
郡
丞
辛
簗
、
相
継
挙
レ
遜
、
称
レ
有
理
牧
民
之
才
↓
弼
請
口
不
レ
遣
、

と
あ
っ
て
、
西
魏
の
権
距
宇
文
泰
は
、
島
影
の
主
張
に
従
っ
て
、
盛

ん
に
賢
良
を
選
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
最
早
や
中

正
官
の
推
挙
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
一
般
の
官
吏
の
推
挙
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
宇
文
泰
は
西
魏
恭
帝
即
位
三
年
十
月
に
死
去
し
、
そ

の
翌
年
一
月
に
、
泰
の
子
の
覚
は
、
翠
巌
を
亡
し
て
北
頭
を
建
て
た

が
、
　
こ
れ
が
北
周
の
孝
閾
帝
で
あ
る
。
そ
の
北
周
の
事
例
を
『
周

書
』
の
本
紀
中
か
ら
拾
っ
て
み
る
な
ら
ば
、
　
『
周
書
』
巻
三
孝
関
帝

本
紀
（
動
輪
第
一
代
天
子
）
の
即
位
元
年
八
月
甲
午
の
条
に
、

　
　
詔
臼
、
帝
王
之
治
二
天
下
ハ
岡
v
弗
下
博
十
寸
衆
才
一
以
叉
甲
三
民
炉
今
二
十
四

　
　
軍
宜
レ
挙
昌
賢
良
堪
レ
治
レ
民
者
軍
列
九
人
↓
被
レ
挙
之
人
、
於
レ
後
装
レ
称
昌

　
　
野
獣
一
計
、
所
レ
挙
官
司
、
皆
紅
口
恥
罪
↓
．

と
あ
り
、
局
書
巻
五
武
帝
本
紀
（
北
下
第
三
代
天
子
）
上
の
天
和
元
年

二
月
戊
辰
の
条
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
　
詔
、
三
公
已
下
、
各
挙
レ
所
レ
知
、

と
あ
り
、
同
じ
く
建
徳
元
年
四
月
己
卯
の
条
に
、

　
　
詔
、
公
準
以
下
、
各
挙
レ
所
レ
知
、

と
あ
り
、
同
じ
く
建
徳
三
年
二
月
丙
午
の
条
に
、

　
　
曲
解
踊
字
謡
講
昌
賢
良
清
平
私
人
｛

と
あ
り
、
同
じ
く
巻
六
武
帝
本
紀
下
の
建
徳
四
年
閏
十
月
の
条
に
、

　
　
詔
、
諸
畿
郡
、
各
挙
篇
賢
良
↓

と
あ
り
、
同
じ
く
建
徳
六
年
三
月
壬
午
の
条
に
、

　
　
詔
、
山
東
諸
州
、
各
誌
二
明
経
幹
治
者
二
人
↓
若
斎
才
異
趣
卓
爾
不
群

　
　
者
、
弗
レ
拘
晶
多
少
↓

と
あ
り
、
同
七
月
己
丑
の
条
に
、

　
　
認
、
山
東
諸
州
、
挙
昌
有
レ
才
者
↓
上
県
六
人
、
中
音
五
人
、
下
県
四
人
、

　
　
赴
晶
行
在
所
嚇
俳
論
二
治
政
得
失
↓

と
あ
り
、
同
九
月
壬
辰
の
条
に
、

　
　
詔
、
東
土
諸
州
、
儒
生
明
二
一
経
已
上
↓
並
五
二
、
州
郡
以
レ
礼
発
遣
、

と
あ
り
、
ま
た
同
書
巻
七
解
語
本
紀
（
北
周
第
四
代
天
子
）
の
即
位
元

年
八
月
壬
申
の
条
に
、

　
　
州
挙
昌
高
才
博
学
者
一
為
昌
秀
才
↓
、
郡
挙
晶
経
明
行
三
者
一
喫
滋
峯
廉
暗
上
州

　
　
上
郡
歳
一
人
、
三
州
下
郡
三
歳
一
人
、

と
あ
り
、
同
書
巻
八
静
帝
本
紀
（
北
周
第
五
代
天
子
）
大
定
光
年
正
月

丙
戌
の
条
に
、

　
　
遣
二
戎
秩
一
上
開
府
以
上
、
職
事
下
大
夫
以
上
、
外
官
刺
史
以
上
、
各

　
　
挙
昌
清
平
勤
幹
渚
三
人
｛
被
レ
挙
堅
人
、
屠
レ
官
三
年
、
有
一
【
功
過
一
者
、
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所
レ
挙
之
人
、
随
加
晶
賞
過
輔

と
見
え
て
い
る
。
こ
の
外
、
同
じ
『
臨
書
』
の
列
伝
中
に
は
、
秀
才

に
挙
げ
ら
れ
る
例
が
多
数
兇
え
て
い
る
。
例
え
ば
『
周
書
』
巻
三
十

五
襲
侠
伝
に
は
、

　
　
斐
祥
弟
粛
貞
亮
、
有
鼠
才
芸
↓
天
和
中
挙
昌
秀
才
嚇
拝
高
給
事
中
士
↓

と
あ
る
外
に
、
同
書
に
は
、
そ
の
巻
三
十
六
劉
志
伝
に
は
、

　
　
劉
志
祖
善
、
魏
大
安
中
、
挙
晶
秀
才
↓
拝
昌
中
書
博
士
↓
．

と
あ
っ
て
、
北
魏
の
秀
才
の
例
も
見
え
て
お
り
、
ま
た
同
書
巻
四
十

二
宗
懐
伝
に
は
、

　
　
心
爪
礫
下
北
、
　
（
由
－
略
）
郷
里
呼
w
轟
轟
小
児
学
十
訳
梁
並
目
通
六
年
、
　
挙
「
「
秀
轟
イ
輔

と
あ
っ
て
、
南
朝
の
梁
の
秀
才
の
例
も
見
え
て
い
る
。
北
周
で
は
中

正
官
を
設
け
な
い
で
、
賢
良
・
明
経
・
秀
才
・
孝
廉
の
者
を
挙
げ
る

こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
調
度
を
階
が
継
承

し
て
、
同
じ
こ
と
を
行
っ
た
も
の
と
謂
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

北
周
に
お
い
て
既
に
中
正
官
を
設
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
　
『
周

書
』
を
通
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
判
る
で
あ
ろ
う
。
　
『
周
回
』
を

読
む
に
、
　
『
臨
書
』
巻
十
九
卜
辞
寧
伝
に
は
、

　
　
（
西
魏
）
大
統
元
年
、
豆
伝
書
除
扁
「
前
書
軍
嚇
進
レ
爵
為
レ
侯
、
増
島
巴
三
百

　
　
戸
↓
碁
笥
顕
者
刺
史
・
重
圏
大
中
正
↓

と
あ
り
、
同
書
巻
三
十
三
王
悦
伝
に
は
、

　
　
大
統
十
四
年
、
王
悦
授
贔
雍
州
大
中
正
↓

と
あ
り
、
岡
書
巻
三
十
五
崔
猷
伝
に
は
、

　
　
大
統
十
七
年
、
崔
鰍
進
蕊
侍
中
・
騨
騎
大
将
軍
・
開
府
儀
同
三
司
・
本

　
　
州
大
中
正
↓

と
あ
っ
て
、
西
魏
時
代
の
州
の
大
中
正
の
例
が
見
え
て
お
り
、
同
書

巻
三
十
六
司
馬
畜
伝
に
は
、

　
　
西
当
国
帝
元
年
、
司
馬
窩
授
一
「
使
持
節
妻
事
大
将
軍
・
儀
二
三
司
・
散

　
　
騎
常
侍
津
本
郡
中
正
↓

と
あ
っ
て
、
西
魏
時
代
の
郡
の
中
正
の
例
が
見
え
て
い
る
。
『
周
書
』

に
は
、
こ
れ
等
の
外
に
も
、
西
魏
の
州
の
大
中
正
の
例
が
多
く
記
載

さ
れ
て
い
る
が
、
北
周
に
入
っ
て
か
ら
は
、
『
周
覧
』
に
は
全
然
現

わ
れ
て
来
な
い
の
で
あ
る
。
思
う
に
こ
れ
は
、
　
『
周
書
』
巻
二
文
帝

本
紀
下
に
、

　
　
西
魏
恭
帝
三
年
春
正
月
丁
丑
、
初
行
　
周
礼
（
建
ニ
ハ
官
嚇
以
呂
太
祖
（
宇

　
　
文
泰
）
一
三
昌
太
師
大
家
宰
↓
柱
圏
李
弼
為
昌
太
傅
嚇
（
中
略
）
初
太
祖
（
宇

　
　
文
泰
）
以
昌
漢
魏
一
二
↓
思
レ
草
昌
旧
弊
一
大
統
中
、
乃
命
昌
蘇
紳
・
盧
辮
↓

　
　
依
昌
周
制
一
改
コ
創
甘
穴
事
↓
尋
悪
趣
晶
六
輪
獅
官
剛
然
為
昌
擬
伯
次
未
7
成
、
衆
務

　
　
猶
帰
鼠
口
器
d
至
レ
是
始
畢
、
紅
紫
行
レ
之
、

と
あ
る
よ
う
に
、
西
魏
の
権
臣
宇
文
型
は
、
蘇
縛
と
慮
辮
に
命
じ
て
、
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『
周
礼
』
に
全
面
的
に
依
存
す
る
新
し
い
官
制
を
造
ら
し
め
た
が
、

こ
れ
が
完
全
に
行
わ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
西
魏
の
最
後
の
年
の
恭

帝
の
即
位
三
年
一
月
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
全
く
『
二
等
』
に
よ

っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
九
品
中
正
法
に
よ
る
中
正
官
な
ど
は
採
り

入
れ
て
あ
る
筈
は
な
く
、
そ
の
中
正
官
の
含
ま
れ
て
い
な
い
制
度
が
、

西
魏
の
最
後
の
年
か
ら
行
わ
れ
始
め
た
か
ら
、
中
正
官
は
た
だ
官
と

し
て
西
魏
に
は
存
在
す
る
が
、
鋼
管
に
な
る
と
、
　
『
周
書
』
か
ら
は

最
早
や
姿
を
消
す
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
西
魏
に
始
っ
て
北
野
・
晴
へ
と
継
承
さ
れ
た
新
し
い
官
吏
登

用
制
度
は
、
何
ん
と
称
せ
ら
れ
た
か
と
言
う
に
、
こ
れ
に
対
し
て
は

特
別
な
名
称
は
な
く
、
西
園
・
北
周
・
晴
を
通
じ
て
、
単
に
選
挙
と

い
う
普
通
一
般
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
事
実
は
、
西
魏

に
つ
い
て
は
、
既
に
掲
げ
て
あ
る
蘇
紳
の
擢
二
賢
良
一
の
説
明
の
中
に
、

選
挙
の
語
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
し
、
北
周
に
つ
い
て
は
、

『
周
書
』
巻
四
十
五
楽
遜
伝
に
あ
る
と
こ
ろ
の
一
周
孝
関
守
武
成
元

年
六
月
に
、
楽
遜
が
時
宜
策
を
陳
述
し
た
中
に
、

　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
其
三
明
昌
選
挙
↓
日
、
選
曹
賞
コ
録
勲
賢
納
補
コ
擬
官
爵
嶋
必
宜
晶
与
レ
衆

　
　
共
，
之
、
云
云
、

と
あ
っ
て
、
選
挙
の
語
が
見
え
、
ま
た
『
周
書
』
巻
四
十
七
黎
景
熈

伝
に
は
、
歯
周
の
思
置
の
時
に
豪
富
の
家
が
競
う
て
奢
麗
を
こ
と
と

し
た
の
で
、
海
景
煕
が
上
書
し
て
、
そ
れ
を
取
締
る
よ
う
望
ん
だ
言

葉
の
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
為
レ
治
之
要
、
在
一
一
於
選
挙
↓
若
差
レ
之
毫
謹
、
則
有
昌
千
里
之
失
嚇
後
来

　
　
居
レ
上
、
則
致
下
積
薪
良
識
↓
云
云
、

と
あ
っ
て
、
矢
張
り
選
挙
の
語
が
あ
っ
て
、
北
野
で
も
選
挙
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
と
が
判
か
り
、
そ
の
晴
に
お
い
て
は
、
　
『
晴
書
』
巻
四

十
六
楊
尚
希
伝
に
、

　
　
高
祖
（
晴
文
帝
）
受
レ
禅
、
（
中
略
）
歳
余
、
楊
尚
希
出
為
二
河
南
道
行
台

　
　
兵
部
尚
書
↓
加
一
【
銀
青
光
禄
大
夫
↓
尚
暫
時
見
昌
天
下
州
郡
過
多
↓
上
表

　
　
日
＾
（
上
略
）
寒
心
レ
要
去
レ
閑
、
併
レ
小
為
レ
大
、
国
家
躍
不
レ
脇
田
粟
吊
｛

　
　
む
　
　
む

　
　
選
挙
則
易
レ
得
昌
賢
才
↓
敢
陳
昌
管
見
↓
伏
紅
塵
裁
処
↓

と
あ
り
、
ま
た
『
淫
書
』
巻
四
十
九
牛
乾
瓢
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
，
（
階
文
帝
之
時
、
）
牛
不
在
一
「
吏
部
剛
其
選
挙
、
先
亀
徳
行
」
真
後
亀
文
才
脚
長

　
　
在
昌
審
慎
↓
錐
レ
致
昌
三
三
嚇
所
レ
有
空
喜
、
並
多
称
レ
職
、
・
吏
部
侍
郎
高

　
　
孝
基
、
堕
賞
機
曙
、
清
慎
絶
倫
、
三
三
俊
有
レ
余
、
三
三
呂
軽
薄
↓
時
宰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
多
以
レ
此
疑
レ
之
、
六
二
深
識
晶
一
真
一
項
レ
心
委
任
、
晴
之
選
挙
、
於
レ
斯

　
　
為
レ
最
、
時
論
弥
服
昌
弘
識
磯
之
遠
出

と
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
晴
で
も
選
挙
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
判
か
る

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
七
夕
・
北
周
・
階
の
三
時
代
の
諸
例
は
、

51　（497）



い
ず
れ
も
官
吏
登
用
制
度
を
選
挙
と
称
し
て
い
て
、
特
別
な
名
称
を

用
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
北
周
と

対
立
し
て
い
た
北
斎
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は

『
階
書
』
巻
四
十
二
李
徳
林
伝
に
、
李
徳
林
が
ま
だ
北
浜
に
居
た
時

の
こ
と
と
し
て
、

　
　
（
北
斉
）
任
城
王
浩
為
昌
定
州
刺
史
↓
重
晶
李
下
林
之
才
一
召
入
昌
州
館
嚇
朝

　
　
夕
同
遊
、
殆
均
昌
師
友
嚇
（
中
略
）
於
レ
是
挙
昌
秀
才
一
入
レ
郷
、
干
時
天
保
八

　
　
年
也
、
王
碁
譜
二
尚
書
冊
揚
遵
彦
書
｝
云
、
燕
趙
固
七
二
奇
士
嚇
此
言
誠

　
　
不
レ
為
レ
謬
、
今
臥
所
レ
貢
秀
才
李
徳
二
者
、
文
章
学
識
、
固
不
レ
待
レ
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
観
昌
其
風
神
器
宇
嚇
終
為
昌
棟
梁
之
用
嚇
（
中
略
）
時
遵
彦
平
衡
深
慎
、
選
凝

　
　
む

　
　
挙
秀
才
↓
三
巴
箪
レ
有
昌
甲
科
一
徳
林
射
訓
策
五
条
｛
考
皆
為
レ
上
、
授
二

　
　
殿
中
将
軍
↓

と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
北
斉
で
も
選
挙
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
選
挙
と
い
う
言
葉
は
、
官
吏
登
用
制
度
を
意
味
す
る
普
通
名
詞
で

あ
っ
て
、
従
っ
て
三
三
三
選
も
、
九
品
中
正
法
も
、
貢
挙
も
、
科
挙

も
、
皆
な
選
挙
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
西
新
か
ら
始

ま
る
新
官
吏
登
用
制
度
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
階
の
文
帝
の
時
に
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

わ
れ
た
場
合
に
、
そ
れ
は
「
挙
二
賢
良
こ
、
「
貢
・
三
人
・
」
、
「
以
一
・
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

科
一
挙
”
人
」
、
「
挙
二
秀
才
こ
と
雷
い
、
挙
・
貢
・
以
”
科
挙
”
人
の
藷

が
専
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
既
に
前
か
ら

存
在
す
る
言
葉
で
は
あ
る
が
、
貢
挙
及
び
科
挙
と
い
う
語
が
、
新
官

吏
登
用
制
度
の
特
別
な
名
称
と
し
て
、
唐
以
後
用
い
ら
れ
る
に
至
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
も
貢
挙
が
先
ず
用
い
ら
れ
、
科
挙
は
後
に
な

っ
て
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
唐
初
に
九
品
中
正
法
の
中
正
官

を
一
時
復
活
し
た
こ
と
が
あ
る
。
　
『
唐
野
路
』
巻
六
十
九
丞
簿
尉
の

所
、
及
び
『
資
治
通
学
』
巻
百
九
十
に
、

　
　
武
徳
七
年
春
正
月
、
依
一
周
・
斉
脂
制
↓
毎
レ
州
置
昌
大
中
正
一
人
（
掌
レ

　
　
知
篇
州
内
人
物
・
品
量
・
望
第
一
以
一
【
本
州
門
望
三
者
一
領
レ
之
、
無
二
品

　
　
秩
両
（
『
資
治
通
鑑
』
に
よ
る
）

と
あ
り
、
唐
高
祖
の
武
徳
七
年
正
月
に
大
中
正
を
州
ご
と
に
置
く
こ

と
に
し
た
が
、
　
『
三
会
要
』
の
同
所
に
、

　
　
至
品
貞
観
初
｝
廃
、

と
あ
る
如
く
、
第
二
代
太
宗
の
貞
観
の
初
め
に
廃
止
と
な
っ
た
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
は
僅
か
数
年
間
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

　
①
唐
に
お
い
て
も
、
官
吏
登
用
試
験
に
及
第
し
た
も
の
を
、
愈
々
職
に
就
け
る
に

　
　
当
た
っ
て
は
、
　
『
新
唐
書
』
巻
四
十
五
選
挙
志
に
、
　
「
凡
択
レ
人
之
法
有
レ
四
、
一

　
　
日
盛
、
体
貌
提
要
、
二
臼
言
、
言
辞
辮
正
、
三
日
間
、
楷
法
遭
葵
、
四
日
判
、
文

　
　
理
優
長
、
四
購
皆
可
、
取
則
三
二
徳
行
唱
徳
均
以
レ
才
、
才
均
以
レ
労
、
得
者
為
レ
留
、

　
　
不
レ
得
者
為
レ
放
」
と
い
う
規
準
に
当
て
て
鎗
選
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「

　
②
『
玉
海
』
巻
百
十
五
選
挙
篇
科
挙
の
晴
進
士
科
の
所
に
も
、
「
晴
文
帝
罷
二
州
郡
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中函の選挙と貢挙と科挙（曾我部）

　
之
辟
↓
廃
二
郷
里
之
財
団
内
外
一
命
、
悉
帰
二
男
曹
蝋
班
列
皆
由
二
執
政
一
」
と
述
べ

　
て
い
る
。

③
『
北
史
』
巻
五
竜
本
紀
第
五
の
西
魏
皇
帝
本
紀
大
統
七
年
九
月
の
条
に
も
、

　
「
詔
、
班
一
政
導
解
法
六
条
こ
と
し
て
見
え
て
い
る
。

④
こ
の
天
和
元
年
に
挙
げ
る
と
い
う
の
は
、
賢
良
な
ど
に
挙
げ
る
こ
と
で
あ
る
は

　
『
周
書
』
巻
四
十
五
楽
遜
伝
に
、
「
天
和
元
年
、
岐
州
刺
史
陳
公
純
挙
二
楽
遜
一
為
二

　
賢
良
一
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
る
で
あ
ろ
う
。

二
　
唐
・
五
代
・
宋
の
貢
挙
と
科
挙

　
官
吏
の
登
用
の
制
度
を
中
国
で
は
、
既
述
の
如
く
、
一
般
に
総
称

し
て
選
挙
と
称
す
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
『
通
典
』
『
文
献
通
考
』

『
玉
総
』
な
ど
は
、
選
挙
の
難
名
で
官
吏
の
登
用
・
選
叙
・
考
課
の

こ
と
を
取
扱
い
、
正
史
で
は
『
新
三
遠
』
か
ら
志
類
の
一
つ
と
し
て

選
挙
志
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
選
挙
の
語
は
漢
代
に
生
ま
れ
た

よ
う
で
あ
っ
て
、
各
種
の
辞
典
に
は
、
　
『
漢
書
』
巻
七
十
二
飽
宣
伝

の
「
襲
勝
為
二
司
直
ハ
郡
野
壷
慎
山
肌
選
挙
一
」
や
、
『
後
漢
書
』
巻
九
十

六
陳
言
伝
の
「
陳
蕃
与
唱
導
憶
見
共
典
‘
選
挙
ハ
不
レ
偏
昌
権
富
こ
な
ど

の
文
例
を
挙
げ
て
い
る
。
漢
の
漏
話
霞
幕
や
、
三
国
魏
か
ら
始
ま
る

九
品
中
正
法
や
、
西
魏
・
内
周
・
晴
と
続
い
て
行
わ
れ
た
新
官
吏
登

用
制
度
で
後
に
な
っ
て
貢
挙
と
か
科
挙
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
こ
の

選
挙
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
。

　
科
挙
は
、
こ
の
よ
う
に
選
挙
の
一
種
で
あ
り
、
公
務
員
採
用
試
験

の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
語
は
階
唐
以
前
に
既
に
存
在
す
る
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
西
旭
の
初
世
に
、
晋
の
律
令
の
編
纂
に
加
わ
り
、
そ

の
注
解
ま
で
も
作
っ
た
人
の
杜
預
の
雷
葉
の
中
に
見
え
て
い
る
。
即

ち
『
晋
書
』
巻
三
十
四
の
彼
の
伝
に
よ
る
と
、
泰
始
年
間
に
彼
は
武

帝
の
命
を
う
け
て
難
陽
の
課
、
即
ち
官
吏
の
勤
務
評
定
た
る
考
諜
制

度
を
立
案
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
彼
が
述
べ
た

言
葉
の
中
に
、

　
　
夫
宣
コ
尽
物
理
嚇
神
而
明
レ
之
、
存
昌
乎
其
人
↓
去
レ
人
而
任
レ
法
、
則
以

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
傷
レ
理
、
今
科
挙
優
劣
、
莫
レ
若
階
委
コ
任
達
官
納
各
考
”
所
レ
統
、
在
官
一

　
　
年
以
後
、
毎
歳
言
、
優
岩
一
人
為
同
上
第
嚇
粋
者
一
人
為
昌
下
野
↓
云
云
、

と
し
て
見
え
て
お
り
、
こ
の
場
合
の
科
挙
と
は
、
考
課
即
ち
勤
務
評

定
の
意
味
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
考
課
即
ち
勤
務
評
定

も
選
挙
の
中
に
包
含
せ
ら
，
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
　
『
通
典
』
の

選
挙
篇
の
中
に
考
績
と
し
て
そ
の
こ
と
が
取
扱
わ
れ
て
お
り
、
ま
た

『
玉
葛
』
に
も
そ
の
選
挙
篇
の
中
に
、
科
挙
（
選
士
）
・
錐
選
・
考
課

の
三
項
目
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
判
る
の
で
あ
る
。
選
士

即
ち
科
挙
に
よ
っ
て
官
吏
の
候
補
老
を
試
験
し
て
定
め
、
そ
の
及
第

老
を
何
の
富
に
任
ず
る
か
を
き
め
る
の
が
婦
選
（
選
叙
と
も
言
う
）
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で
あ
り
、
官
吏
に
任
命
さ
れ
た
以
後
の
勤
務
成
績
を
考
査
し
て
馳
陸

す
る
の
が
考
課
で
あ
る
。
わ
が
養
老
の
令
制
に
は
選
叙
令
と
考
課
令

は
あ
る
が
、
科
挙
令
と
か
貢
挙
令
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
は
な
く
、
科

挙
（
貢
挙
）
の
規
定
は
、
考
課
令
の
中
に
考
貢
人
と
い
う
見
出
し
の

も
と
に
、
秀
才
・
明
経
・
進
士
・
明
法
・
貢
挙
人
・
貢
人
の
各
条
文

を
設
け
て
い
て
、
科
挙
（
貢
挙
）
と
考
課
と
は
、
わ
が
令
制
で
も
殆

ん
ど
同
一
性
格
の
も
の
と
し
て
取
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
科
挙
（
貢
挙
）

と
密
接
な
関
係
の
あ
る
考
課
を
ば
、
三
三
に
は
科
挙
と
称
し
て
い
た

の
で
あ
る
。

　
西
魏
・
北
周
・
晴
と
続
い
て
行
わ
れ
た
新
官
吏
登
用
制
度
は
、
唐

で
は
こ
れ
を
貢
挙
と
か
科
挙
と
呼
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
両
名

称
の
中
で
、
貢
挙
の
方
が
唐
・
五
代
・
宋
ま
で
は
、
正
式
の
名
称
と

し
て
多
く
用
い
ら
れ
、
元
朝
か
ら
科
挙
が
正
式
の
名
称
と
し
て
多
く

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
科
挙
の
名
称
が
人
口
に

よ
く
謄
物
し
て
い
る
か
ら
、
先
ず
科
挙
の
例
か
ら
挙
示
し
よ
う
。

　
唐
時
代
に
関
係
あ
る
文
献
に
、
科
挙
の
文
字
が
現
わ
れ
る
例
は
極

め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
唐
の
後
半
頃
に
な
っ
て
現
わ
れ
て

来
る
の
で
あ
る
。
先
ず
唐
の
憲
宗
の
元
和
頃
の
人
で
あ
る
李
肇
が
著

　
　
　
　
①

わ
し
た
『
唐
国
史
補
』
の
巻
中
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
権
相
等
扁
舎
人
↓
以
昌
聞
望
一
自
説
、
歓
語
二
同
僚
一
日
、
未
下
嘗
以
晶
科
挙
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
い
つ

　
　
為
〃
資
、
鄭
雲
蓬
戯
日
、
更
有
二
人
｛
遽
問
レ
誰
、
答
日
、
章
章
者
也
、

　
　
満
座
絶
倒
、

　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
あ
り
、
ま
た
そ
の
巻
下
に
も
、

　
　
（
唐
徳
宗
）
貞
元
十
二
年
、
鮒
馬
長
士
平
与
二
一
陽
公
主
一
反
目
、
藥
南
史
・

　
　
独
孤
申
叔
、
三
三
昌
楽
曲
↓
三
二
義
陽
子
嚇
有
二
団
雪
三
雲
之
歌
｛
徳
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
聞
レ
之
、
怒
欲
レ
廃
晶
科
挙
ハ
後
山
流
訓
斥
南
史
・
申
三
一
而
止
、

と
あ
っ
て
、
　
『
唐
国
三
一
』
に
は
ニ
カ
所
に
科
挙
の
語
が
見
え
て
い

る
。
次
に
『
新
冠
書
』
巻
四
十
四
選
挙
志
に
も
、

　
　
武
宗
即
位
、
宰
相
李
徳
裕
尤
悪
一
【
進
士
の
（
中
略
）
徳
裕
嘗
論
、
公
卿
子
弟
、

　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
銀
二
於
科
挙
↓
云
云
、

と
い
う
科
挙
の
例
が
見
え
て
い
る
。
今
は
唐
の
科
挙
に
つ
い
て
の
例

は
、
以
上
の
二
史
料
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
次
の
五
代
に
な

る
と
、
そ
の
例
は
や
や
多
く
な
っ
て
来
る
。
こ
れ
を
『
文
献
通
考
』

巻
三
十
選
挙
会
第
三
だ
け
に
つ
い
て
見
る
も
、

　
　
（
後
唐
）
長
興
四
年
、
礼
部
貢
連
奏
、
新
立
二
条
件
一
如
レ
後
、
（
中
略
）
若
虚

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
思
者
、
請
厳
行
晶
科
挙
↓
牒
コ
送
本
道
一
重
合
呂
寒
桜
↓
働
永
不
レ
得
レ
入
昌

　
　
急
場
↓

と
あ
る
の
や
、

　
　
③
　
　
　
　
。
。

　
　
南
唐
設
晶
科
挙
一
既
而
罷
レ
之
、
　
先
公
日
、
按
二
五
代
通
録
↓
自
昌
梁
瀾
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む

平
｝
至
二
周
顕
徳
嚇
来
三
嘗
無
二
科
挙
一
斗
母
方
小
国
、
兵
乱
之
際
、
往
往

廃
墜
、
如
昌
江
南
一
号
為
一
一
文
雅
最
盛
の
然
江
懐
乱
・
韓
煕
載
、
皆
後
唐

時
中
晶
進
土
盛
↓
乱
撃
邸
・
幽
玄
己
、
二
一
於
南
唐
ハ
皆
白
衣
起
レ
家
為
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

秘
書
郎
↓
然
則
南
唐
前
レ
此
未
三
嘗
荒
田
科
挙
繭
科
挙
晴
昌
於
此
時
一
耳
（
（
下

略
）

と
あ
る
の
や
、

　
　
④

　
　
（
後
周
）
世
宗
顕
徳
二
年
五
月
、
尚
書
礼
部
侍
郎
知
晶
貢
挙
一
蜜
儀
奏
、
（
上

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
略
）
三
三
科
挙
人
、
若
合
レ
解
不
レ
解
、
不
レ
合
レ
解
而
解
老
、
監
官
・
試
官

　
　
為
昌
首
罪
一
勒
コ
停
見
任
輔
挙
コ
送
長
官
吋
聞
弓
取
レ
裁
、
（
下
略
）

と
あ
る
。
宋
代
に
な
る
と
、
科
挙
の
語
は
『
文
献
通
考
』
の
選
挙
考

や
『
宋
会
要
稿
』
の
選
挙
篇
や
、
宋
代
の
諸
筆
記
小
説
記
録
類
な
ど

の
中
に
多
く
散
見
し
て
い
る
。

　
貢
挙
の
語
も
、
階
唐
以
前
に
既
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
　
『
玉
海
』

巻
百
十
四
選
挙
篇
科
挙
の
漢
郡
国
貢
挙
、
貢
挙
制
の
所
に
、

　
　
後
漢
壼
団
巻
五
十
六
血
皐
彪
伝
、
血
早
帝
時
、
陳
二
畢
雌
偏
、
多
智
岡
国
郡
国
工
貝
兜
率

　
　
非
昌
功
次
↓
（
中
略
）
有
レ
詔
下
二
公
卿
朝
臣
扁
議
、
章
彪
上
レ
議
日
、
伏
惟
、

　
　
賜
姓
憂
コ
労
百
姓
↓
垂
二
恩
選
挙
暗
務
得
昌
其
人
↓
夫
国
以
レ
簡
レ
賢
為
レ
務
、

　
　
賢
以
墨
孝
行
一
三
レ
首
、
（
中
略
）
然
其
三
帰
レ
在
乙
於
選
三
一
千
石
嚇
二
千
石

　
　
賢
則
貢
挙
三
三
昌
其
人
雨
帝
深
酒
レ
之
、

　
　
後
漢
書
巻
七
十
四
胡
広
伝
、
順
帝
時
、
胡
広
上
書
日
、
臣
聞
、
君
以
昌

　
　
兼
覧
野
卑
一
揖
レ
徳
、
臣
以
一
献
レ
可
替
》
爆
雷
レ
忠
、
（
中
略
）
蓋
選
挙
因
レ
才

　
　
無
レ
拘
昌
定
制
嚇
六
奇
型
策
不
レ
出
組
経
学
↓
郵
阿
之
政
非
レ
必
晶
章
奏
↓

　
　
（
中
略
）
贈
品
剛
柔
秦
↓
兼
覧
雨
露
夏
↓
祖
レ
徳
師
レ
経
、
参
瓜
雑
嚢
軌
嚇
聖
主

　
　
賢
臣
一
世
以
致
レ
理
、
貢
挙
之
制
、
莫
レ
或
昌
回
革
↓
（
下
略
）

と
い
う
『
後
漢
書
』
の
二
列
伝
に
見
え
る
貢
挙
に
つ
い
て
の
例
を
掲

げ
て
い
る
。
ま
た
『
通
典
』
巻
十
四
選
挙
篇
第
二
に
も
、

　
　
（
魏
文
帝
）
黄
初
三
年
、
始
除
昌
旧
漢
限
年
之
制
↓
令
昌
郡
国
貢
挙
勿
㌻
拘
昌

　
　
老
幼
嚇

と
い
う
三
国
魏
の
時
の
貢
挙
の
例
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
貢

挙
の
語
は
漢
・
三
国
頃
の
文
献
に
既
に
現
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を

唐
に
つ
い
て
み
る
に
、
　
『
三
州
書
』
巻
四
十
四
選
一
志
に
は
、

　
　
唐
弓
取
レ
士
三
三
、
多
因
晶
晴
旧
↓
三
三
大
要
有
レ
三
、
由
扁
学
館
一
三
日
晶

　
　
生
徒
↓
由
昌
州
県
一
者
日
呂
郷
貢
（
皆
升
昌
子
有
司
一
莇
進
瓜
退
楽
日
（
中
略
）

　
　
此
歳
挙
之
常
北
也
、
其
天
子
自
仁
者
日
昌
運
挙
↓
所
蟹
以
待
一
毫
常
之
才
一

　
　
焉
、

と
述
べ
て
あ
っ
て
、
唐
の
官
吏
を
登
用
す
る
方
法
は
、
学
校
出
身
の

生
徒
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
と
州
県
の
選
抜
推
薦
に
よ
る
郷
貢
と
言
う

も
の
と
を
、
中
央
の
有
司
の
も
と
に
集
め
て
試
験
し
て
、
そ
の
及
落

を
決
定
す
る
の
が
、
官
吏
登
用
の
常
道
で
あ
っ
て
、
こ
の
外
に
制
挙

と
乞
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
臨
時
の
特
別
な
も
の
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
こ
の
生
徒
と
言
う
の
は
、
既
に
初
め
に
紹
介
し
て
あ
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る
『
礼
記
』
王
制
篇
の
制
度
を
う
け
た
も
の
で
あ
り
、
出
番
と
言
う

の
は
、
　
『
周
礼
』
地
瓦
司
徒
篇
の
制
度
を
う
け
た
も
の
で
あ
る
は
、

極
め
て
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
生
徒
と
郷
貢
に
つ
い
て
は
、

『
定
律
疏
議
』
巻
九
職
制
律
上
の
「
貢
挙
非
二
其
人
一
」
の
条
文
の
疏

議
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
依
レ
令
、
諸
州
歳
別
貢
レ
人
、
若
別
勅
令
レ
挙
、
及
国
子
諸
豪
年
賦
送
レ
省

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
者
、
為
昌
挙
人
↓
皆
取
二
方
正
清
循
・
名
行
相
副
↓

と
い
う
唐
の
選
挙
令
を
掲
げ
て
い
て
、
郷
貢
は
画
人
、
学
館
よ
り
の

生
徒
と
制
挙
に
応
ず
る
も
の
は
挙
人
と
言
う
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

わ
が
養
老
の
考
課
令
の
貢
人
の
条
文
に
も
、

　
　
　
む
　
　
　

　
　
凡
貢
人
、
皆
本
部
長
宮
貢
コ
送
太
政
官
↓
若
無
昌
長
官
嚇
次
官
貢
、
其
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
随
昌
朝
集
使
一
赴
集
、
（
中
略
V
大
学
挙
人
、
具
レ
状
申
昌
太
政
官
軸
与
昌
諸
国

　
　
む
　
　
む

　
　
貢
人
一
同
試
、
（
下
略
）

と
あ
っ
て
、
唐
と
同
様
に
諸
国
の
地
方
官
が
推
薦
す
る
の
が
貢
人
で

あ
り
、
大
学
か
ら
の
推
薦
の
も
の
は
挙
人
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
貢
人
と
挙
人
と
を
集
め
て
試
験
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
貢

挙
の
名
称
が
生
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
り
、
唐
で
も
五
代
目
も
宋
で
も
、

所
謂
る
科
挙
の
公
的
な
名
称
と
し
て
は
、
貢
挙
と
い
う
名
称
を
用
い

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
通
典
』
『
文
献
通
馬
』
『
新
唐
書
』

『
宋
史
』
『
玉
壷
』
　
『
唐
会
要
』
『
五
代
会
要
』
『
二
会
要
稿
』
な

ど
の
各
選
挙
の
所
だ
け
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
諸
書

に
は
、
実
に
多
く
の
例
が
見
え
て
い
て
、
そ
れ
等
を
例
挙
す
る
の
は

煩
に
堪
え
な
い
次
第
で
あ
る
の
で
、
　
『
文
献
通
考
』
だ
け
を
代
表
と

し
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
も
『
文
献
通
考
』
巻
二
十
九
・
巻

三
十
・
巻
三
十
二
の
各
選
挙
考
に
あ
る
唐
・
五
代
・
宋
の
登
科
記
総

目
だ
け
を
挙
げ
る
こ
と
と
す
る
。
先
ず
巻
二
十
九
選
挙
考
に
あ
る
唐

登
科
記
総
目
に
は
、

　
　
高
祖
武
徳
元
年
上
書
拝
レ
官
一
人

　
　
二
年
・
三
年
不
昌
貢
挙
｝

　
　
五
年
秀
才
一
人
・
進
士
四
人

　
　
六
年
進
士
四
人

　
　
七
年
秀
才
二
人
・
進
士
六
人

　
　
八
年
秀
才
一
人
・
進
士
五
人

　
　
九
年
秀
才
二
人
・
進
士
七
人

　
　
太
宗
貞
観
元
年
秀
才
二
人
・
進
士
四
人

　
　
二
年
米
貴
不
二
貢
挙
｝

　
　
三
年
秀
才
二
人
・
進
士
五
人

　
　
四
年
秀
才
一
人
・
進
士
九
人

　
　
五
年
秀
才
一
人
・
進
士
十
五
人

　
　
　
　
　
　
（
中
　
略
）
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十
六
年
不
晶
貢
挙
一

　
　
十
七
年
進
士
十
五
人

　
　
十
八
年
秀
才
一
人
・
進
士
二
十
四
人

　
　
十
九
年
秀
才
三
人
・
上
書
拝
レ
官
一
人

　
　
　
　
　
　
（
中
　
略
）

　
　
高
宗
永
徽
元
年
秀
才
一
人
・
進
士
十
四
人

　
　
二
年
進
士
二
蓋
人
馨
響

　
　
三
年
・
四
年
不
晶
貢
挙
一
応
レ
制
及
第
三
人

　
　
五
年
進
士
一
人

　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

と
あ
り
、
そ
の
巻
三
十
選
挙
考
に
あ
る
五
代
登
科
記
総
目
に
は
、

　
　
梁
太
祖
開
平
二
年
進
士
十
八
人
・
諸
島
五
人

　
　
三
年
進
士
十
九
人
・
諸
科
四
人

　
　
四
年
進
士
十
五
人
・
諸
科
一
人

　
　
五
年
進
士
二
十
人
・
諸
科
十
人

　
　
乾
化
二
年
進
土
十
一
人
・
諸
科
一
人

　
　
三
年
進
士
十
五
人

　
　
四
年
停
レ
挙

　
　
五
年
進
士
十
三
人
・
諸
科
二
人

　
　
貞
明
二
年
進
士
十
二
人
・
諸
科
一
人

　
　
三
年
進
士
十
五
人
・
諸
科
二
人

　
　
四
年
進
士
十
二
人
・
諸
科
二
人

　
　
五
年
進
士
十
三
人
・
諸
科
一
人

　
　
六
年
進
士
十
ご
人
・
諸
科
三
人

　
　
七
年
停
レ
挙

　
　
龍
徳
二
年
進
士
十
四
人
・
諸
官
二
人

　
　
三
年
停
レ
挙

　
　
　
　
　
（
中
　
略
）

　
　
唐
懲
帝
長
興
五
年
進
士
十
七
人
・
諸
科
一
人

　
　
廃
帝
清
泰
二
年
進
士
十
四
人
・
諸
科
一
人

　
　
三
年
進
土
十
三
人

　
　
普
高
祖
天
福
二
年
進
士
十
九
人

　
　
三
年
進
士
二
十
人

　
　
四
年
・
五
年
停
二
三
挙
一

　
　
六
年
進
士
十
一
人
・
諸
科
四
十
五
人

　
　
七
年
進
士
七
人

　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

　
　
按
篇
五
代
五
十
二
年
↓
其
間
惟
梁
与
レ
晋
、
各
停
晶
貢
挙
一
者
二
年
、
則
降
レ

　
　
敷
以
鼠
孚
子
学
業
未
》
精
之
故
、
至
一
一
於
朝
代
更
易
、
干
黄
一
捻
之
歳
↓

　
　
貢
挙
未
レ
嘗
レ
廃
也
、
（
下
略
）

と
あ
り
、
そ
の
巻
三
十
二
選
挙
考
の
宋
登
科
記
総
目
に
は
、

　
　
太
祖
建
隆
元
年
進
士
十
九
人
、
榜
首
回
礪

　
　
二
年
進
土
十
一
人
、
榜
首
張
去
華

　
　
三
年
進
士
十
五
人
、
榜
首
馬
適
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四
年
進
士
八
人
、
榜
首
蘇
徳
祥

　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
開
宝
七
年
停
呂
貢
挙
一

　
　
八
年
進
士
三
十
一
人
、
省
二
王
式
・
下
元
王
嗣
宗
、
諸
科
二
十
四
人

　
　
九
年
着
雪
貢
挙
｝

　
　
太
宗
太
平
興
国
二
年
進
士
一
百
九
人
、
省
元
状
元
呂
蒙
正
、
蟻
蜂
二
百

　
　
　
七
人
、
十
五
挙
以
上
｝
百
八
十
四
、
凡
五
百
色
人

　
　
四
年
不
昌
貢
挙
一

　
　
五
年
進
士
一
百
二
十
一
人
、
省
元
状
元
蘇
易
簡
、
諸
科
五
百
三
十
四
人

　
　
六
＃
†
・
七
年
停
乱
貝
挙
一

　
　
　
　
　
（
下
略
）

と
あ
る
。
以
上
の
唐
・
五
代
・
宋
の
三
代
の
登
科
記
号
翻
に
記
載
せ

る
も
の
を
見
て
判
る
如
く
、
登
用
試
験
を
中
止
す
る
こ
と
を
、
不
昌

貢
挙
一
と
か
停
三
貝
挙
・
と
言
っ
て
い
て
、
不
二
科
挙
一
と
か
停
二
科
挙
一

と
は
言
っ
て
お
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
登
用
試
験
を
主
宰
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

る
職
名
に
つ
い
て
も
、
　
『
旧
唐
書
』
巻
百
五
十
五
李
建
伝
に
、

　
　
（
憲
宗
之
時
）
京
高
望
李
建
与
鼠
黒
酒
章
貫
之
「
友
善
、
貫
之
罷
レ
相
、
建

　
　
亦
出
為
一
【
澄
州
刺
史
↓
微
拝
一
一
太
常
少
卿
｛
尋
以
昌
本
官
一
知
二
礼
部
貢
挙
↓

　
　
取
捨
非
昌
其
人
嚇
云
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
あ
り
、
ま
た
『
旧
臨
書
』
巻
百
六
十
七
李
逢
吉
伝
に
も
、

　
　
元
和
十
一
年
二
月
、
李
逢
吉
権
知
昌
礼
部
貢
挙
↓

と
あ
り
、
或
は
『
旧
唐
書
』
巻
十
八
武
儀
本
紀
会
昌
四
年
十
二
月
の

条
に
、

　
　
土
左
僕
射
王
起
、
頻
年
知
孟
貝
挙
↓
毎
孟
二
院
考
試
詑
一
上
レ
榜
、
云
云
、

と
あ
り
、
ま
た
宋
人
の
王
謙
の
著
せ
る
『
唐
語
林
』
巻
下
の
方
正
の

所
に
は
、

　
　
崔
藩
知
昌
貢
挙
一
言
二
貴
要
一
二
八
、
不
レ
二
二
外
議
↓

と
あ
り
、
同
じ
べ
巻
下
の
企
羨
の
所
に
は
、

　
　
李
相
宗
閾
知
一
責
挙
↓
門
生
多
】
清
雅
俊
茂
↓

と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
知
三
貝
挙
一
と
雷
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
五
代

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
　
『
旧
五
代
史
』
巻
百
四
十
八
選
挙
志

に
、

　
　
晋
天
福
三
年
三
月
、
翰
林
学
士
承
旨
兵
部
侍
郎
権
知
三
貝
挙
一
崔
義
歯
、

　
　
云
云
、

と
あ
る
の
や
、

　
　
晋
開
運
元
年
十
一
月
、
自
酌
尚
書
権
知
乱
貝
挙
一
蜜
貞
固
奏
、
云
云
、

と
あ
る
の
や
、

　
　
周
広
順
三
年
八
月
、
刑
部
侍
郎
権
知
串
貢
挙
一
下
台
符
奏
、
云
云
、

と
あ
る
な
ど
、
知
主
貝
挙
一
の
例
が
見
え
て
お
り
、
ま
た
次
の
宋
に
お

い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
　
『
書
史
』
巻
二
百
六
十
四
聾
居
正
伝
に
は
、
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建
隆
三
年
、
醇
居
正
入
為
轟
枢
密
直
学
士
納
権
知
二
貝
挙
吋

と
あ
る
の
や
、
同
書
同
巻
喜
多
遜
伝
に
は
、

　
　
乾
徳
二
年
、
虚
夢
遜
権
知
高
貢
挙
↓
（
中
略
）
四
年
、
復
権
知
晶
貢
挙
↓

と
あ
る
の
や
、
同
書
巻
二
百
六
十
五
李
防
伝
に
、

　
　
開
宝
三
年
、
李
防
知
二
貢
挙
嚇
五
年
、
復
知
昌
貢
挙
↓

と
あ
り
、
ま
た
書
方
平
の
『
楽
全
集
』
の
附
録
に
あ
る
張
甚
平
の
行

状
に
は
、

　
　
（
仁
宗
之
時
）
張
方
平
遷
品
諌
議
大
夫
・
御
史
中
丞
↓
甫
受
レ
命
知
昌
貢
挙
↓

と
あ
り
、
ま
た
平
滑
に
な
っ
て
の
例
と
し
て
は
、
　
『
経
史
』
巻
三
百

八
十
五
周
葵
伝
に
、

　
　
嘉
憲
爪
即
位
、
　
闇
羅
癸
除
晶
丘
町
部
侍
郎
兼
侍
講
↓
改
ボ
同
知
一
勃
発
挙
一
兼
権
欺
　
部

　
　
侍
郎
炉

と
あ
る
の
や
、
同
書
同
巻
心
燧
伝
に
、

　
　
孝
宗
淳
熈
五
年
、
蕾
燧
同
無
主
貝
挙
の

と
あ
る
の
や
、
同
書
巻
三
百
八
十
八
周
執
蕪
伝
に
、

　
　
紹
興
六
年
八
月
、
周
執
蕪
擢
昌
権
礼
部
侍
郎
吋
充
＝
金
生
辰
使
↓
（
中
略
）

　
　
使
還
、
（
中
略
）
復
同
数
三
貝
挙
噴

と
あ
る
な
ど
、
北
宋
も
南
宋
も
通
じ
て
知
乱
貝
挙
一
で
あ
る
。
更
ら
に

は
、
宋
の
奉
・
黙
の
『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
百
八
十
一
仁
宗
温
和
二

年
十
月
乙
巳
の
条
に
は
、

　
　
礼
部
貢
院
上
昌
剛
定
貢
挙
条
制
十
二
巻
↓

と
あ
り
、
ま
た
『
宋
会
要
稿
』
刑
法
第
一
格
令
や
『
筆
海
』
巻
百
十

六
選
挙
篇
科
挙
の
「
紹
興
貢
挙
法
」
に
は
、

　
　
（
高
宗
）
紹
興
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日
越
尚
書
左
僕
射
同
中
書
門
下
平

　
　
章
事
島
民
評
定
一
司
勅
令
万
侯
高
等
上
昌
御
里
貢
挙
勅
一
巻
・
令
三
巻
・

　
　
式
一
巻
・
目
録
一
巻
・
申
明
～
巻
・
省
試
貢
挙
勅
一
巻
・
令
一
巻
・
式

　
　
一
巻
・
目
録
一
巻
・
申
明
一
巻
・
府
監
発
回
勅
一
巻
・
令
一
巻
・
式
一

　
　
巻
・
目
録
一
巻
・
申
明
一
巻
・
（
中
略
）
・
内
外
通
用
貢
挙
勅
二
巻
・
令

　
　
五
巻
・
格
三
巻
・
式
一
巻
・
目
録
四
巻
・
申
闘
二
巻
・
籏
正
省
曹
寺
監

　
　
内
外
諸
司
等
法
三
巻
・
修
書
指
揮
一
巻
｛
詔
可
、
頒
降
、
管
下
二
紹
興

　
　
重
修
貢
挙
勅
令
格
式
一
為
レ
名
、
（
『
宋
会
要
稿
』
に
よ
る
）

と
あ
り
、
宋
の
官
吏
登
用
試
験
棚
度
を
盛
っ
て
あ
る
法
典
類
の
名
称

に
、
い
ず
れ
も
貢
挙
の
語
を
用
い
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
諸
事
実
は
、
西
魏
・
北
周
・
晴
か
ら
続
い
て
い
る

官
吏
登
用
の
新
欄
度
の
唐
・
五
代
・
宋
に
お
け
る
公
的
な
名
称
は
、

貢
挙
で
あ
っ
て
、
科
挙
と
い
う
の
は
ま
だ
俗
称
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
宋
か
ら
は
科
挙
の
語
は
多
く
現
わ
れ
て
来

て
、
特
に
時
代
が
降
る
に
従
っ
て
多
く
な
り
、
貢
挙
に
取
っ
て
替
わ

る
形
勢
を
示
す
に
至
っ
て
い
る
。
既
に
『
続
資
治
通
電
長
編
』
巻
百
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⑦

八
十
七
の
仁
宗
嘉
祐
三
年
三
月
号
巳
の
条
に
、

　
　
礼
部
貢
忍
言
、
奉
レ
詔
再
詳
コ
定
科
挙
条
制
雪
下
天
下
冥
土
寸
心
子
等
各

　
　
減
レ
半
、
明
経
別
試
、
（
下
略
）

と
あ
っ
て
、
北
嶺
の
暴
挙
の
時
に
科
挙
に
つ
い
て
の
条
制
が
定
め
ら

れ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
科
挙
が
貢
挙
に
替
っ
て
公

の
名
称
に
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
　
『
猿
楽
治
通
鑑
長
編
』
に
は
、

こ
の
一
文
の
す
ぐ
前
の
所
の
同
じ
嘉
祐
三
年
三
月
の
三
遷
の
条
に
、

　
　
詔
昌
礼
部
一
貢
挙
、

と
あ
っ
て
、
貢
挙
と
科
挙
と
を
殆
ん
ど
同
時
に
用
い
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
し
て
、
こ
の
場
合
の
科
挙
と
い
う
の
は
、
貢
挙
の
中
の
弓

場
の
こ
と
だ
け
を
指
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
貢
挙
に
替

っ
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
実
際
ま
た
、
仁
宗
か
ら
英
宗
を

経
て
神
宗
の
熈
寧
二
年
四
月
戊
午
に
、
嘉
詩
は
官
吏
登
用
の
試
験
内

容
を
改
め
よ
う
と
欲
し
て
、
群
臣
に
諮
っ
た
こ
と
が
、
　
『
玉
海
』
巻

百
十
六
選
挙
篇
科
挙
の
熈
寧
議
晶
貢
挙
学
校
制
・
の
所
に
見
え
て
い
る

が
、
そ
の
時
に
蘇
載
が
述
べ
た
彼
の
意
見
は
、

　
　
直
史
館
蘇
謹
言
、
貢
挙
之
法
、
行
レ
之
百
年
、
議
講
掛
レ
変
、
不
レ
過
二
数

　
　
端
↓
或
日
、
郷
貢
昌
徳
行
一
而
舎
昌
文
章
↓
或
日
、
専
取
高
策
論
一
而
略
　
詩

　
　
賦
一
（
下
略
）

と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
明
か
に
［
、
貢
挙
の
法
は
、
こ
れ

を
行
う
こ
と
百
年
」
と
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
北
宋
も
末
期
に
な

る
と
、
　
『
玉
海
』
の
同
じ
所
に
、

　
　
（
徴
宗
）
宣
和
三
年
二
月
、
詔
、
太
学
園
昌
三
舎
一
考
選
、
開
封
言
及
諸
路

　
　
以
畠
科
挙
一
郭
レ
士
、
並
依
三
社
豊
法
州

と
あ
っ
て
、
塗
壁
の
詔
の
中
に
、
科
挙
を
以
て
貢
挙
の
意
味
に
用
い

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
　
『
玉
海
』
の
同
時
の
獣
道
貢
籍
に
は
、

　
　
孝
宗
以
二
科
挙
【
為
レ
未
レ
尽
、
立
一
一
待
補
之
法
一
以
蒐
呂
遺
才
↓
以
ユ
武
挙
一

　
　
為
レ
未
レ
盛
、
優
昌
入
仕
三
級
一
以
収
　
智
勇
嚇

と
あ
る
よ
う
に
、
南
宋
の
第
二
代
一
宗
も
、
貢
挙
の
意
味
に
科
挙
を

用
い
て
い
る
。
南
宋
で
は
既
に
第
一
代
今
一
の
時
に
、
　
『
三
寸
以
来

繋
年
要
録
』
巻
百
七
十
四
紹
興
二
十
六
年
八
月
乙
酉
の
条
に
、

　
　
沈
三
等
奏
、
今
歳
科
挙
極
整
粛
、
有
昌
伝
レ
一
己
レ
書
者
｛
皆
扶
出
、
上

　
　
日
、
朕
干
昌
此
事
一
極
留
レ
意
、
異
日
宰
執
侍
従
、
皆
干
一
書
途
一
出
、
貴

　
　
容
昌
習
濫
↓
所
レ
謂
抜
レ
本
塞
レ
源
也
、

と
あ
っ
て
、
科
挙
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
　
『
朱
子
語
類
』
巻
百

八
論
二
治
道
一
に
も
、

　
　
揚
因
論
昌
科
挙
法
一
錐
レ
不
レ
可
昌
以
得
v
人
、
雪
占
公
、
日
、
碍
子
亦
公
、

　
　
然
法
至
昌
於
尽
｛
公
不
レ
在
レ
人
、
便
不
一
瀬
野
法
↓
要
レ
可
レ
私
、
而
公
方

　
　
始
好
、
包
揚

60　（506＞



中国の選挙と貢挙と科挙（曾我部）

と
あ
り
、
洪
適
の
『
言
言
転
筆
』
巻
十
三
科
挙
恩
数
に
も
、

　
　
圏
朝
（
宋
）
科
挙
取
レ
士
、
隷
下
太
平
興
国
一
以
来
、
恩
典
始
重
、
云
云
、

　
　
　
　
⑧

と
あ
る
。
南
宋
も
末
期
に
な
る
と
、
殆
ん
ど
科
挙
に
か
た
ま
っ
た
感

が
す
る
。
そ
れ
は
明
人
・
王
垢
の
編
纂
せ
る
『
続
文
献
通
考
』
巻
四

十
三
選
挙
考
の
節
士
の
所
に
羅
列
さ
れ
て
い
る
梅
醤
を
見
る
に
、

　
　
理
宗

　
　
淳
祐
十
年
、
礼
部
侍
郎
曹
破
約
奏
、
科
挙
之
弊
、
莫
レ
甚
扁
於
牒
試
↓
而

　
　
牒
試
之
弊
、
莫
レ
甚
昌
於
作
偽
一
（
下
略
）

　
　
十
二
年
、
上
諭
扁
輔
臣
一
碍
、
三
年
、
科
挙
取
レ
士
、
鮮
レ
得
昌
実
学
↓
（
下

　
　
略
）

　
　
景
定
五
年
春
正
月
詔
、
（
中
略
）
略
臼
、
黒
和
於
科
挙
↓
無
レ
大
三
更
張
以

　
　
安
昌
士
心
↓
（
下
略
）

　
　
引
回

　
　
三
三
七
年
十
二
月
初
置
晶
士
籍
↓
三
二
旧
史
【
言
、
賢
似
道
欲
レ
制
扁
東
南

　
　
二
心
↓
乃
令
扁
御
史
三
三
大
回
7
置
二
士
籍
軸
開
ゴ
具
姓
名
・
年
甲
二
二
代

　
　
妻
室
↓
令
昌
郷
隣
結
勘
一
於
二
科
挙
条
例
一
洗
レ
凝
、
方
許
レ
納
レ
巻
、
（
中

　
躍
略
）
時
辺
事
危
急
、
東
レ
手
無
レ
策
、
而
以
＝
科
挙
一
累
＝
士
人
↓
議
者
謬
レ

　
　
之
、

と
あ
り
、
い
ず
れ
の
例
も
科
挙
の
文
字
を
用
い
て
、
科
挙
に
一
定
し

た
様
子
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
宋
に
お
い
て
貢
挙
か
ら
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

に
科
挙
に
替
る
よ
う
に
な
る
が
、
貢
挙
で
あ
っ
て
も
科
挙
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
は
選
挙
の
一
種
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
伊
藤
零
下
の

『
制
度
通
』
二
六
の
「
進
士
及
第
状
元
三
場
ノ
事
」
の
所
に
、

唐
ノ
貢
士
ヲ
挙
ラ
ル
㌧
ハ
、
登
科
記
ヲ
考
フ
ル
ニ
、
隔
翌
年
コ
レ
ラ
行
フ
。

偶
凶
年
等
ノ
変
ア
レ
ハ
、
停
挙
セ
ラ
ル
。
（
中
略
）
又
唐
ノ
時
二
人
ヲ
択

テ
官
ニ
ス
ル
ニ
ハ
、
身
言
書
判
ノ
四
ッ
ヲ
以
テ
エ
ラ
ム
。
（
中
略
）
又
武

土
ノ
及
静
弟
是
ヲ
武
挙
ト
云
。
騎
一
射
ヲ
試
ミ
テ
丘
ハ
部
是
ヲ
愛
ず
ル
。
此
等
ノ

挙
ヲ
ア
ハ
セ
テ
選
挙
ト
云
、
又
貢
挙
科
挙
ト
モ
云
。

と
述
べ
て
い
て
、
文
武
の
官
吏
を
採
用
す
る
試
験
の
こ
と
を
選
挙
と

も
言
い
、
貢
挙
と
も
言
い
、
科
挙
と
も
言
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

説
明
で
も
通
用
し
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
厳
密
に
言
え
ば
、
選
挙

と
い
う
の
は
一
般
的
な
名
称
で
あ
り
、
各
時
代
を
通
じ
て
用
い
ら
れ

　
た
語
で
あ
り
、
こ
の
選
挙
の
中
で
、
特
に
西
魏
・
北
周
・
階
か
ら
行

わ
れ
る
も
の
を
、
唐
か
ら
は
専
ら
貢
挙
と
言
い
、
後
に
は
科
挙
と
言

う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
台
湾
の
中
華

叢
書
編
審
委
員
会
が
印
行
し
て
い
る
『
中
華
叢
書
』
の
｝
つ
の
『
宋

史
研
究
集
』
第
四
輯
に
収
め
ら
れ
て
い
る
楊
樹
藩
氏
の
一
、
宋
代
貢
挙

制
度
」
と
題
す
る
論
文
は
、
そ
の
題
名
が
示
す
如
く
、
宋
の
老
吏
登

・
用
の
試
験
制
度
を
論
述
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
文
中
に

　
は
、
科
挙
と
い
う
文
字
は
ど
こ
に
も
使
用
し
て
お
ら
ず
、
全
部
貢
挙
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の
文
字
を
用
い
て
い
る
の
は
、
宋
の
公
の
名
称
に
重
点
を
置
い
て
書

か
れ
た
も
の
と
言
い
得
よ
う
。
ま
た
普
通
一
般
に
科
挙
の
制
度
は
階

か
ら
起
る
と
言
わ
れ
る
の
は
、
階
の
揚
帝
の
時
に
進
士
の
科
目
が
新

ら
し
く
設
け
ら
れ
、
そ
の
進
士
の
科
目
が
後
に
は
科
挙
の
殆
ん
ど
唯

一
ρ
科
目
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
科
挙
は
階
に
起
る
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

①
『
唐
国
史
補
』
に
科
挙
の
文
字
が
あ
る
こ
と
に
気
ず
か
れ
た
の
は
、
今
は
故
人

　
と
な
っ
た
菅
谷
軍
次
郎
氏
で
あ
っ
て
、
私
は
同
氏
か
ら
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で

　
あ
る
。

②
こ
の
鮒
馬
王
士
平
の
こ
の
こ
と
は
、
『
太
平
広
記
』
巻
百
八
十
貢
挙
類
第
三
に

　
も
見
え
て
い
る
。

③
南
唐
の
こ
の
科
挙
の
こ
と
は
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
九
十
後
周
紀
太
祖
広
順

　
二
年
二
月
甲
辰
の
条
に
も
見
え
て
い
る
。

④
こ
の
趨
儀
の
奏
は
、
『
五
代
会
要
耐
乏
二
十
二
進
士
の
所
に
も
見
え
て
い
る
。

⑤
李
建
の
知
貢
挙
の
こ
と
は
、
鷹
入
・
王
定
保
の
『
唐
擁
言
』
巻
十
四
の
主
司
称
レ

　
意
の
所
に
も
見
え
て
い
る
。

⑥
，
李
逢
吉
の
知
貢
挙
の
こ
と
は
、
矢
張
り
『
唐
馬
言
』
巻
十
四
塔
司
称
レ
意
に
も

　
見
え
て
い
る
。

⑦
こ
の
こ
と
は
『
玉
海
』
巻
百
十
六
選
挙
篇
の
科
挙
第
三
の
嘉
祐
明
経
科
の
所
に

　
も
見
え
て
い
る
。

⑧
宋
時
代
に
、
そ
の
北
方
に
独
立
国
と
し
て
存
在
し
て
い
た
遼
及
び
金
も
、
中
国

　
の
選
挙
三
度
を
採
り
入
れ
て
実
施
し
て
い
た
が
、
王
折
の
『
続
文
献
通
考
』
巻
四

　
十
三
選
挙
考
の
科
目
之
数
に
よ
る
と
、
遼
時
代
の
選
挙
の
例
は
、
全
部
こ
れ
を
貢

　
挙
と
称
し
て
い
る
に
対
し
、
金
時
代
の
選
挙
の
例
は
、
廃
帝
亮
ま
で
が
こ
れ
を
貢

　
挙
と
欝
い
、
次
の
世
宗
か
ら
は
こ
れ
を
科
挙
と
称
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宋
の
状
態

　
が
そ
の
ま
ま
遼
金
に
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑨
『
鷹
二
言
』
巻
十
三
無
名
子
誘
議
に
、
「
貞
元
中
、
劉
忠
州
任
二
大
夫
↓
国
選

　
無
二
濫
進
撃
有
二
無
名
子
↓
自
云
、
（
下
略
）
」
と
あ
っ
て
、
唐
で
は
遅
漏
と
も
称
し

　
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

附
説

＊

＊

＊

現
代
の
高
校
世
界
史
に
お
け
る

科
挙
の
取
扱
い
振
り

　
私
は
先
年
東
北
大
学
に
在
職
中
に
、
入
学
試
験
の
問
題
と
し
て
、

中
国
の
官
吏
登
用
の
試
験
制
度
の
変
遷
を
述
べ
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
際
の
受
験
生
の
答
案
に
、
　
「
晴
の
時
に
九
品
中
正
法
が
や
め
ら

れ
て
選
挙
と
い
う
制
度
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
鰯
度
は
唐
を
経
て
宋
に

至
っ
て
、
科
挙
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
書
い
た
も
の
が
多

く
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
答
案
に
接
っ
し
て
驚
い
た
と
共
に
、

誰
が
こ
の
よ
う
な
学
説
を
唱
え
て
い
る
の
か
を
少
し
く
調
べ
て
み
た

が
判
ら
ず
、
そ
の
時
は
そ
れ
で
終
り
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

最
近
必
要
あ
っ
て
、
現
在
行
用
さ
れ
て
い
る
高
校
の
世
界
史
の
教
科

書
を
、
九
種
程
閲
読
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
殆
ん
ど
が
「
階
・
唐
で
は

選
挙
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
宋
か
ら
科
挙
と
呼
ば
れ
る
よ
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う
に
な
っ
た
」
と
か
、
　
「
唐
の
選
挙
制
度
は
宋
に
な
っ
て
科
挙
と
い

う
名
称
に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
村
川
堅
太
郎
氏
ら
三
氏
の
執
筆
に
か
か
る
文
部
省
検
定
済
の

『
改
訂
版
詳
説
世
界
史
B
』
（
青
墨
四
＋
五
年
三
月
山
川
出
版
社
発
行
）
の
頁

九
十
の
「
階
の
統
一
」
の
所
に
は
、

　
　
階
は
貴
族
の
強
権
排
除
を
め
ざ
し
て
、
選
挙
（
宋
以
後
科
挙
）
と
呼
ば
れ

　
　
る
官
吏
登
用
試
験
を
実
施
し
て
一
般
か
ら
人
材
を
求
め
、
云
云
、

と
あ
り
、
そ
の
頁
九
十
五
の
「
階
・
唐
の
社
会
」
の
所
に
は
、

　
　
隣
・
唐
雨
王
朝
と
も
貴
族
を
抑
圧
し
よ
う
と
し
、
九
品
中
世
法
に
か
え

　
　
て
科
挙
（
当
時
は
選
挙
）
を
行
な
っ
た
。

と
あ
る
。
ま
た
三
上
次
男
氏
ら
三
三
の
執
筆
に
か
か
る
文
部
省
検
定

済
の
『
最
新
版
世
界
史
B
』
（
昭
和
四
＋
五
年
二
月
中
教
出
版
社
発
行
）
の
頁

八
十
二
の
「
唐
の
国
家
体
制
」
の
所
に
は
、

　
　
官
吏
の
登
用
も
、
い
ま
ま
で
の
家
が
ら
ば
か
り
に
た
よ
っ
て
い
た
の
を

　
　
改
め
て
、
官
吏
登
用
試
験
（
選
挙
）
を
併
用
し
、
広
く
一
般
か
ら
人
材
を

　
　
集
め
よ
う
と
は
か
っ
た
。

と
あ
り
、
そ
の
頁
九
十
二
の
「
宋
の
成
立
」
の
所
に
は
、

　
　
官
吏
登
用
試
験
制
度
を
一
般
化
し
、
資
格
に
制
限
を
設
け
な
か
っ
た

　
　
（
科
挙
）
。

と
あ
る
。
他
の
諸
教
科
書
も
以
上
の
二
教
科
書
と
大
同
小
異
の
も
の

で
あ
る
が
、
た
だ
酒
井
忠
夫
氏
と
高
橋
幸
八
郎
氏
の
共
著
に
か
か
る

文
部
省
検
定
済
の
『
三
訂
世
界
史
B
』
（
昭
和
四
＋
五
年
三
月
秀
英
出
版
発
行
）

だ
け
は
、
そ
の
頁
六
十
九
の
「
晴
の
統
一
」
の
所
に
、

　
　
階
文
帝
は
科
挙
を
創
始
し
て
官
吏
を
登
用
し
、
畳
韻
組
織
を
強
化
し
た
。

と
記
し
て
あ
る
外
に
、
そ
の
所
の
脚
註
に
は
、

　
　
科
挙
と
は
、
広
く
人
材
を
求
め
る
た
め
に
、
科
目
に
よ
る
選
挙
に
よ
っ

　
　
て
官
吏
を
選
考
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
清
末
ま
で
行
な
わ
れ
た
。
科
挙

　
　
の
語
は
、
宋
以
後
通
用
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
も
あ
っ
た
。

と
い
う
科
挙
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
科
挙
の
語
は
宋

か
ら
始
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
明
瞭
に
科
挙
の
名
称
は
宋
以
前
か
ら
存
在
す
る
と

述
べ
た
教
科
書
は
、
酒
井
・
高
橋
両
氏
共
著
の
教
科
書
以
外
に
は
、

私
の
調
べ
た
と
こ
ろ
で
は
存
在
せ
ず
、
多
く
の
も
の
は
階
唐
で
は
選

挙
と
称
せ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
酒
井
・
高
橋
両
氏
共

著
の
教
科
書
と
他
の
多
く
の
教
科
書
と
の
中
間
に
位
す
る
も
の
に
榎

一
雄
氏
と
堀
米
庸
三
民
の
共
著
に
な
る
文
部
省
検
定
済
の
『
標
準
高

等
世
界
史
B
』
（
昭
和
四
＋
五
年
一
月
講
談
社
発
行
）
が
あ
る
。
こ
の
教
科
書
・

の
頁
百
九
の
「
晴
の
統
一
」
の
所
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
九
品
中
正
の
制
度
を
や
め
て
学
科
試
験
に
よ
っ
て
官
吏
を
採
用
す
る
こ
　
6
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と
（
の
ち
の
い
わ
ゆ
る
科
挙
）
を
始
め
た
。

と
述
べ
、
そ
の
頁
薫
十
一
の
「
唐
の
統
一
」
の
所
で
は
、

　
　
新
し
い
官
吏
採
用
法
、
均
田
法
が
い
よ
い
よ
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

と
述
べ
、
そ
の
頁
百
二
十
七
の
「
宋
の
統
「
」
の
所
で
は
、

　
　
ま
た
科
挙
の
制
を
整
え
、
さ
ら
に
天
子
自
ら
試
験
す
る
殿
試
の
制
度
を

　
　
つ
く
っ
て
、
科
挙
の
合
格
者
が
天
子
直
属
の
官
僚
で
あ
る
と
い
う
意
味

　
　
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。

と
述
べ
て
い
て
、
こ
の
教
科
書
は
隔
が
始
め
た
と
し
て
い
る
新
し
い

官
吏
採
用
法
は
、
選
挙
と
は
呼
ん
で
い
な
い
が
、
宋
か
ら
そ
れ
に
対

し
て
科
挙
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
多
く
の
教
科
書
が
こ
の
有
様
で
あ
る
か
ら
、
世
界

史
の
参
考
書
も
ま
た
、
同
様
に
二
一
で
は
選
挙
と
称
し
た
と
述
べ
て

い
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
全
国
の
高
校
の
歴
史
の
教

師
達
の
集
り
で
あ
る
全
国
歴
史
教
育
研
究
協
議
会
が
編
纂
し
た
『
世

削
界
史
用
語
集
』
（
第
三
版
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
山
川
出
版
社
発
行
）
に
は
、
そ

の
頁
三
十
の
九
品
中
正
の
所
に
は
、

　
　
厳
罰
○
年
魏
の
文
帝
が
施
行
の
官
吏
登
爾
法
。
（
中
略
）
階
で
選
挙
（
科

　
　
挙
）
に
代
え
ら
る
。

と
あ
り
、
そ
の
頁
三
十
二
の
選
挙
制
の
所
に
は
、

　
　
階
の
文
官
任
用
制
度
。
五
九
八
年
従
来
の
九
品
中
正
法
を
廃
し
、
試
験

　
　
に
よ
る
任
用
を
創
始
。
歴
代
継
承
。
宋
以
降
科
挙
と
称
す
。

と
述
べ
て
あ
る
と
と
も
に
、
当
時
高
校
で
行
用
さ
れ
て
い
る
世
界
史

教
科
書
十
四
種
の
中
で
、
実
に
十
二
種
ま
で
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味

の
選
挙
制
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
教
科

書
も
、
ま
た
参
考
書
も
、
こ
の
よ
う
な
有
様
で
あ
る
か
ら
、
お
そ
ら

く
全
国
の
高
校
の
殆
ん
ど
の
所
で
、
数
十
万
と
い
う
生
徒
が
「
晴
唐

で
は
選
挙
と
い
う
も
の
が
行
わ
れ
、
そ
れ
は
宋
か
ら
科
挙
と
い
う
名

称
に
変
っ
た
」
と
い
う
こ
と
が
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
は
中
国
の
い
か
な
る
史
籍
に
も
記
載
さ
れ
て
お
ら
ぬ
事
柄
が
教
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
こ
の
よ
う
な
歴
史
に
な
い
学
説

を
唱
え
だ
し
た
人
は
誰
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
そ
れ
は
鈴
木
俊
氏
で

あ
る
こ
と
を
、
最
近
に
な
っ
て
人
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
鈴
木
俊
氏
は

先
ず
昭
和
工
十
五
年
六
月
に
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
出
版
し
た
『
概
説

東
洋
歴
史
』
の
第
三
章
第
三
節
「
北
方
民
族
の
活
躍
と
中
国
文
化
の

更
張
」
の
所
で
、
　
「
晴
の
統
一
工
作
」
の
見
出
し
で
、

　
　
従
来
弊
害
の
多
か
っ
た
九
品
中
正
の
法
を
廃
し
て
学
科
試
験
に
よ
る
選

　
　
挙
の
制
度
を
採
用
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
次
の
唐
代
の
制
度
の
基
礎

　
　
と
な
っ
た
。

と
述
べ
て
、
階
の
時
か
ら
選
挙
調
度
が
採
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
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言
い
、
次
に
「
唐
の
統
一
と
そ
の
政
治
」
の
見
出
し
で
は
、

　
　
官
吏
の
任
用
に
い
っ
て
は
、
晴
制
に
よ
っ
て
選
挙
の
制
度
を
採
用
し
、

　
　
そ
れ
に
は
学
校
出
身
者
（
生
徒
）
、
学
校
に
よ
ら
ぬ
地
方
州
県
の
試
験
に

　
　
及
第
し
た
者
（
郷
貢
）
と
、
天
子
の
親
試
に
よ
っ
て
三
三
す
る
方
法
（
制

　
　
挙
）
と
が
あ
り
、
前
二
者
の
試
験
科
目
に
は
明
経
・
進
士
な
ど
が
設
け

　
　
ら
れ
、
ま
た
選
挙
に
関
係
あ
る
学
制
を
定
め
た
。
選
挙
は
宋
以
後
科
挙

　
　
と
呼
ば
れ
て
“
・
後
世
永
く
行
わ
れ
、
云
云
。

と
述
べ
て
、
選
挙
は
宋
以
後
科
挙
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
説

明
し
て
い
る
。
こ
の
『
概
説
東
洋
歴
史
』
を
少
し
く
簡
単
に
し
た
の

が
同
氏
著
の
『
東
洋
史
要
説
』
で
あ
っ
て
、
矢
張
り
吉
川
弘
文
館
か

ら
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
例
え
ば
昭
和
四
十
三
年
二
月
発

行
の
同
書
第
十
三
刷
の
第
三
章
第
三
節
「
中
国
の
分
裂
と
東
亜
文
明

圏
の
形
成
」
の
所
で
、
　
「
晴
の
統
一
工
作
」
の
見
出
し
で
は
、

　
　
多
年
に
わ
た
る
南
北
の
分
裂
を
統
一
し
た
階
は
、
（
中
略
）
官
吏
の
登
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
ん
き
ょ

　
　
を
学
科
試
験
に
よ
る
選
挙
に
改
め
て
門
閥
の
勢
力
を
押
え
た
。

と
言
い
、
次
に
「
唐
の
選
挙
と
学
校
」
の
見
出
し
で
は
、

　
　
官
吏
の
任
用
は
選
挙
の
制
を
採
用
し
、
（
中
略
）
選
挙
は
宋
以
後
科
挙
と

　
　
よ
ば
れ
て
永
く
行
な
わ
れ
、
中
国
文
化
の
統
一
に
役
立
っ
た
が
、
形
式

　
　
化
し
て
学
術
の
進
歩
を
さ
ま
た
げ
た
。

と
言
っ
て
、
矢
張
り
晴
か
ら
始
ま
っ
た
選
挙
は
、
宋
か
ら
科
挙
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
第
五
章
第
一
節
「
中

国
社
会
の
変
化
と
文
化
の
更
新
」
の
所
の
「
宋
の
科
挙
」
の
見
出
し

で
は
Y官

吏
の
採
用
は
家
柄
に
よ
ら
な
い
で
、
晴
、
唐
の
選
挙
に
基
づ
く
科
挙

を
主
と
し
、
そ
の
制
を
確
立
し
た
。
（
中
略
）
し
か
し
科
挙
に
応
ず
る
た

め
の
勉
学
に
は
、
経
済
的
、
時
間
的
な
余
裕
が
必
要
で
あ
っ
た
。
云
云
。

と
言
い
、
宋
の
科
挙
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

　
以
上
の
鈴
木
俊
氏
の
両
著
書
の
記
述
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、

晴
か
ら
官
吏
登
用
の
試
験
制
度
と
し
て
選
挙
と
い
う
も
の
が
始
め
ら

れ
、
そ
れ
を
唐
が
継
承
し
て
宋
に
及
ぼ
し
た
が
、
宋
で
は
こ
れ
を
科

挙
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
後
世
に
伝
え
た
と
い
う
学
説
は
、

鈴
木
俊
氏
が
創
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
現
代
の
高
校
の
世
界

史
教
科
書
の
著
者
達
の
多
く
が
、
無
条
件
で
採
用
し
て
、
各
教
科
書

に
書
き
た
て
、
も
っ
て
高
校
の
歴
史
の
教
育
に
供
給
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
終
戦
前
の
東
洋
史
の
教
科
書
に
は
、
こ
の
よ
う
な
こ

と
を
書
い
た
も
の
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
明
治
・
大
正
か

ら
昭
和
の
初
期
頃
ま
で
、
最
も
多
く
行
用
さ
れ
て
い
た
旧
制
中
学
校

用
の
東
洋
史
の
教
科
書
は
、
わ
が
師
・
桑
原
購
蔵
先
生
の
著
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
大
正
十
五
年
三
月
に
訂
正
再
版
さ
れ
た
『
新
制
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東
洋
歴
史
』
（
開
成
館
発
行
）
の
第
二
当
意
十
二
章
「
唐
の
制
度
」
の
所

に
は
、
　
「
宮
能
登
用
法
」
と
い
う
見
制
し
で
、
唐
の
官
吏
登
用
の
制

度
を
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
こ
れ
を
選
挙
と
称
し
た
と
は

述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
桑
原
先
生
が
教
科
書
に
対
す
る
教
師
の
た
め

の
参
考
書
と
し
て
著
述
さ
れ
た
『
東
洋
史
教
授
資
料
』
に
は
、
　
「
官

吏
登
庸
試
験
の
由
来
」
、
「
官
吏
登
庸
試
験
場
」
、
「
清
代
の
官
吏
登
庸

法
」
の
三
項
目
を
設
け
て
、
中
国
の
官
吏
登
用
制
度
を
説
明
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
も
饗
膳
で
は
選
挙
と
称
し
た
な
ど
と
は
申
さ
れ
て

お
ら
な
い
。
そ
の
「
官
吏
登
庸
試
験
の
由
来
」
の
所
で
は
、

　
　
周
の
時
よ
り
徳
行
・
才
能
あ
る
人
を
選
挙
し
て
、
就
饗
せ
し
む
る
法
は

　
　
あ
り
た
れ
ど
、
之
に
試
験
を
行
ひ
し
か
否
か
は
詳
か
な
ら
ず
。

と
、
先
ず
こ
の
試
験
難
度
を
周
か
ら
説
き
起
し
て
、
そ
れ
か
ら
漢
代

の
賢
愚
里
選
を
説
明
し
、
更
ら
に
唐
及
び
そ
れ
以
後
の
試
験
の
特
徴

を
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
項
目
で
は
周
代
か
ら
全
部
選
挙
と
い

う
文
字
を
用
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
桑
原
先
生
が
中
国
の
周
か
ら

始
ま
る
官
吏
登
用
制
度
を
選
挙
の
文
字
で
総
称
し
て
い
る
の
は
正
し

い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
桑
原
先
生
の
大
正
十
四
年
度
の
京
都
大
学
に

お
け
る
東
洋
史
普
通
講
義
で
も
、
先
生
は
「
選
挙
と
い
う
の
は
、
中

国
で
は
官
吏
の
採
用
試
験
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
が

国
で
の
選
挙
の
意
味
と
は
異
る
」
と
整
わ
れ
た
こ
と
を
、
私
は
記
憶

し
て
い
る
。

　
同
じ
学
校
の
歴
史
の
教
科
書
で
あ
り
な
が
ら
、
戦
前
と
戦
後
と
で
、

そ
の
著
者
の
態
度
は
全
く
異
な
る
の
で
あ
る
。
戦
前
は
著
者
が
自
か

ら
原
典
を
究
め
て
歴
史
の
知
識
を
十
分
に
修
得
し
、
そ
の
上
で
教
科

書
を
書
い
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
は
他
人
の
研
究
を
借
用
に
及
ん
で

書
く
場
合
が
多
く
、
従
っ
て
他
人
が
な
し
た
研
究
が
誤
っ
て
お
れ
ぼ
、

こ
の
科
挙
の
例
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
、
教
科
書
は
挙
げ
て
誤

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
私
は
現
代
の
教
科
書
の
著
老
が
、

戦
前
の
著
者
の
如
く
、
自
か
ら
原
典
を
究
め
て
正
し
い
知
識
を
修
得

し
、
そ
れ
か
ら
自
己
の
責
任
に
お
い
て
、
良
心
的
な
教
科
書
を
執
筆

さ
れ
る
こ
と
を
切
に
望
ん
で
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
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Asuka飛鳥and　its飾々読％一chiwari塩素地割

by

Toshio　Kishi

　　We　have　al士eady　supposed　that　the　boundary　of　FWfiwara－kyo藤原京

was　fixed　by　the　old　roads　in　Yamato大和，　y漉。一δガ横大路，　Nallatsu－

michi中ツ道and　Shimotsu－michi下ッ道，　as　the　northern，　eastern　and

western　limits，　wi鋤the声∂o条坊system，　twelveノδ条and　eight∂δ

．坊，in　the　area．of　four　ri里from　east　to　west　and　’six　ri　from　south　to

north　（1　ri＝106　metres）．

　　The　HOhaleu－chiwari方格地割in　close　relation　with　the　above－mentioned

allotment　of　Iand　was　supposed　to　exist　in　the　so－called／1s罐α飛鳥area

judging　from　the　arrangement　of　temple銭．、　such　as、4suha－Dera飛鳥寺，

Kawahara－1）era川原寺，　and　Tachibana－Dera橘寺，　or　of　stone　buildings

peculiar　to　Asuka．

　　In　this　article　we　wi11　explain　the　charcter　of　Ho－haleu－chiwari，　with

the　many－sided　examination　of．　its　relat玉011　with　三一勿δ二二and　the

Asuleds　sphere．

S磁％一〇励選挙，κ観9－o勉貢挙，and　K’o－o勉科挙in　China

by

Shlzuo　Sogabe’

　　The　origin　of　the　appointment　system　for　governrnent　oficials　in　China，

S磁％一〇肱選挙，may　be　found　in　Ti－lluan－s9柳’u－P’ien地官司徒篇in　Chou－li

周礼or　Wand・chih－P’ien王調篇in　Li－chi礼記，　and　in　Han漢it　was　the

system　of　Hli’iang－chti－li－s磁％郷挙里選，　which　was　changed　illto　Chits・p’in－

chun9－clzeng九品中正in　San－fluo－wei三国魏．．This　system，　however，　led

to　many　evils　as　time　went　on，　so　that　it　was　abolished　in　Si－wei西魏

and　government　officials　were　appointed　through　the　new　system　after

Choas－li．　This　new　system　was　succeeded　by　P2－choa北周，Sui　l晴，　T’an9

唐，．Wu－tai五代and　Sung宋w圭th　t．he　system　of　Wang－chih－p’ien王制篇

（58’2）



in　Li－chi礼記added，　and　its　name　was　called　Kung－chdi貢挙and　then

K，o・o鱈科挙from　about　the　T”ang　era．

About　the　Five　Kings　of　Jap御倭の五二

by

Hisashi　Sato

　　The　problem　to　decide　the　emperors　who　“were　the　Flve　Kings　of

Japak”　should　have　generally　been　established　by　Kemin　Matsushita

松下見林and　Michiyo　Naha那珂通世；but　there　are　some　questions　in

the　method　of　their　deciding．

　　This　article　presents　another　opinion　which　would　make　the　traditional

decision　surer．　At　the　same　time，　we　will　speculate　tke　assumption　that

Emperor　q外雀神天皇，　their　ancestor，　had　very　few　legends　and　was

エnade　to　be　a　great　existence　at　least　through　many　additional　records，

and　the　legend　of　Queen　lingu神功皇后，　his　mother，　was　more　myste－

riously　framed　up　with　the　existence　of　female　rnediums　at　the　front　in

the　Conquest　of　Korea．

The　Construction　of　Nagaoka　Palace長岡宮Judging

　　　　　　　　　　from　the　Seasoning　Of　Timber

　　　　　　　　by

　　　　l

Kiyoshi　Kobayashi

　　It　has　been　concluded　that　in　the　3rd　year　of　Enryaleu延暦（784　A．　D．）

Emperor　Kanmu桓武天皇appointed　a　large　group　of　otHcials　for　the

construction　of　Nagaoka　Palace長岡宮，　and　the　assasination　of　Tanetsugas

F勿伽α駕藤原種継，chief　constructor，　on　September　of　the　next　year

caused　the　slow　advance　of　the　constyuction．　The　construction，　however，

was　found　surprisingly　to　make　a　good　progress，　owiエ1g　to　the　excavation

for　rnore　than　ten　years　and　remains　discovered　through　development．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（581）




